
Cisco ASR 1000シリーズルータコンポーネ
ントの概要

この章は、次の項で構成されています。

シスコのエンベデッドサービスプロセッサについては xrefを、SPAインターフェイスプ
ロセッサについては xrefを参照してください。

（注）

• Cisco ASR 1000シリーズルータコンポーネントのソフトウェアサポート（1ページ）
•サポートされる ASR 1000ハードウェアコンポーネント（3ページ）
• Cisco ASR 1000シリーズルートプロセッサ（14ページ）
• Cisco ASR 1000シリーズルータの電源モジュール（26ページ）
• Cisco ASR 1006ルータの電源（29ページ）
• Cisco ASR 1004ルータの電源（34ページ）
• Cisco ASR 1002ルータの電源（41ページ）
• Cisco ASR 1013ルータの電源（49ページ）
• Cisco ASR 1001ルータの電源（55ページ）

Cisco ASR 1000シリーズルータコンポーネントのソフト
ウェアサポート

CiscoASR1000シリーズルータでサポートされている新しいハードウェアの一覧と、コンポー
ネントのサポートに必要な Cisco IOSのソフトウェアコードのバージョンの一覧をここに掲載
します。xref表に、Cisco IOS XEの旧リリースでサポートされていないコンポーネントを示し
ます。
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新しいソフトウェアへのアップグレード

新しい SPAのリストについては、表内の対応するリンクをクリックしてください。（注）

表 1 : Cisco ASR 1000シリーズルータコンポーネントのソフトウェアサポート

CiscoハードウェアコンポーネントCisco IOS XEソフトウェア
サポート

• Cisco ASR 1002ルータ

• Cisco ASR 1004ルータ

• Cisco ASR 1006ルータ

• Cisco ASR 1000シリーズ ESP

• Cisco ASR 1000シリーズ RP1

• Cisco ASR 1000シリーズ SIP

• SPA（共有ポートアダプタ）

• Cisco ASR 1000シリーズ用 1 GB USBフラッシュトークン

Cisco IOS XE Release 2.1.0

• Cisco ASR 1000シリーズ ESP 10G Non Crypto対応
（ASR1000-ESP10-N）

• Cisco ASR1000-ESP20エンベデッドサービスプロセッサ

Cisco IOS XE Release 2.2.1

• SPA（共有ポートアダプタ）

• Cisco ASR 1000シリーズ Route Processor 2（Cisco
ASR1000-RP2）

Cisco IOS XE Release 2.3.0

• SPA（共有ポートアダプタ）

• Cisco ASR 1002-FルータCisco IOS XE Release 2.4.0

• Webex SPA

• 1ポートクリアチャネル OC-12 ATM SPA
（SPA-1XOC12-ATM-v2）

Cisco IOS XE Release 2.5.0

•内蔵ギガビットイーサネットインターフェイスおよび SPA
でサポートされる新しい XFP/SFP
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CiscoハードウェアコンポーネントCisco IOS XEソフトウェア
サポート

1ポートチャネライズド OC-12/STM-4 SPA
（SPA-1XCHOC12/DS0）

Cisco IOS XE Release 2.6.0

•第 11章「Cisco ASR 1013ルータの概要と設置」Cisco IOSXEリリース 3.1S
（以前のリリース 2.7.0）

•第 3章「Cisco ASR 1000シリーズルータエンベデッドサー
ビスプロセッサ」

•第 4章「Cisco ASR 1000シリーズルータ SPAインターフェ
イスプロセッサ（SIP）」

•第 12章「Cisco ASR 1001ルータの概要と設置」

• CiscoASR 1004ルータでのCiscoASR1000-ESP40およびCisco
ASR1000-SIP40のサポート

Cisco IOSXEリリース 3.2S
（以前のリリース 2.8.0）

•第 10章「Cisco ASR 1002-Xルータの概要と設置」

• CiscoASR1006ルータおよびCiscoASR1013ルータでのCisco
ASR1000-ESP100のサポート

Cisco IOS XE 3.7S

サポートされる ASR 1000ハードウェアコンポーネント
ここでは、次の内容について説明します。

サポートされる Cisco ASR 1000プラットフォーム
以下の表に、CiscoASR1000シリーズルータおよび各ルータでサポートされるハードウェアコ
ンポーネントを示します。
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表 2 :サポートされる Cisco ASR 1000プラットフォームおよびコンポーネント

ASR 1013ASR 1006ASR 1004ASR
1002-X

ASR 1002ASR 1002-FASR 1001コン

ポー

ネン

ト

100Gbpsに拡張
可能

100Gbpsに拡張
可能

40Gbpsに拡張
可能

36
Gbps
に拡

張可

能

10Gbpsに拡張
可能

2.5Gbpsに拡張
可能

5 Gbpsに拡張
可能

シャー

シ

ハードウェア冗

長性をサポート

ハードウェア冗

長性をサポート

ソフトウェア

冗長性をサ

ポート

ソフ

ト

ウェ

ア冗

長性

をサ

ポー

ト

ソフトウェア

冗長性をサ

ポート

ソフトウェア

冗長性をサ

ポート

—

———内蔵

ギガ

ビッ

ト

イー

サ

ネッ

ト

ポー

ト × 6

内蔵ギガビッ

トイーサネッ

トポート × 4

内蔵ギガビッ

トイーサネッ

トポート × 4

内蔵 4x1ギガ
ビットイーサ

ネット SPA × 1

Cisco ASR 1000シリーズルータコンポーネントの概要
4

Cisco ASR 1000シリーズルータコンポーネントの概要

サポートされる Cisco ASR 1000プラットフォーム



ASR 1013ASR 1006ASR 1004ASR
1002-X

ASR 1002ASR 1002-FASR 1001コン

ポー

ネン

ト

—シングルまたは

デュアル
ASR1000-ESP10

シングル
ASR1000-ESP10

シン

グル

統合

エン

ベ

デッ

ド

サー

ビス

プロ

セッ

サ

シングル
ASR1000-ESP5

シングル統合
ASR1000-ESP2.5

シングル統合
ASR1000-ESP2.5

ESP

—シングルまたは

デュアル
ASR1000-ESP20

シングル
ASR1000-ESP20

—シングル
ASR1000-ESP10

—

シングルまたは

デュアル
ASR1000-ESP40

シングルまたは

デュアル
ASR1000-ESP40

ASR1000-ESP40———

シングルまたは

デュアル
ASR1000-ESP100

シングルまたは

デュアル
ASR1000-ESP100

————

40 Gbpsまたは
100 Gbps

10、20、40、ま
たは 100 Gbps

10Gbpsまたは
20 Gbps

5 Gbpsまたは
10 Gbps

2.5～ 5 Gbps
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ASR 1013ASR 1006ASR 1004ASR
1002-X

ASR 1002ASR 1002-FASR 1001コン

ポー

ネン

ト

イン

ス

トー

ルさ

れた
Cisco
ソフ

ト

ウェ

アラ

イセ

ンス

によ

り、

最大
5
Gbps、
10
Gbps、
20
Gbps、
また

は 36
Gbps

—シングルまたは

デュアル
ASR1000-RP1

シングル
ASR1000-RP1

シン

グル

統合

ルー

トプ

ロ

セッ

サ

シングル統合
ASR1000-RP1

シングル統合
ASR1000-RP1

シングル統合

ルートプロ

セッサ

ルー

トプ

ロ

セッ

サ

シングルまたは

デュアル
ASR1000-RP2

シングルまたは

デュアル
ASR1000-RP2

シングル
ASR1000-RP2

———

ASR1000-SIP10ASR1000-SIP10ASR1000-SIP10統合
SIP

統合 SIP統合 SIP統合 SIPSIP

ASR1000-SIP40ASR1000-SIP40ASR1000-SIP40——
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ASR 1013ASR 1006ASR 1004ASR
1002-X

ASR 1002ASR 1002-FASR 1001コン

ポー

ネン

ト

24128HH
SPA
ベイ
x 3

31ハーフハイト

（HH）SPAベ
イ x 1

SPA
ス

ロッ

ト

Cisco ASR 1000シリーズハードウェア構成の組み合わせ
ここでは、Cisco ASR 1000シリーズのハードウェア構成の組み合わせと、Cisco IOS XEリリー
ス 3.1S以降のサポート状況を示します。次の表に、ルータ、およびそのルータでサポートさ
れるルートプロセッサ、SIP、および電源モジュールを示します。テーブルには次のカテゴリ
があります。

• IOS XE Release 3.1Sより前でサポートされるハードウェア：xref表
• IOS XE Release 3.1S以降でサポートされるハードウェア：xref表
•アップグレードが必要：xref表
•互換性なし：xref表
• IOS XE Release 3.1Sではサポートされない：xref表
•互換性なし：xref表

ハードウェアコンポーネントのサポートされていない組み合わせが発生すると、サポー

トされていないカードがシャットダウンされ、エラーメッセージが発生します。このセ

クションの各表の後に、エラーメッセージの説明を示しています。エラー発生を防止す

るため、Cisco ASR 1000シリーズルータのコンポーネントを Cisco IOS XE Release 3.1S
以降を実行中のルータに挿入する前に、互換性の表を確認してください。

（注）

CPLDアップグレードが必要なハードウェア

IOS XE Release 3.1Sでのサポートのためにコンポーネントの CPLDフィールドプログラマブ
ルアップグレードが必要になる Cisco ASR 1000ハードウェア構成の組み合わせについては、
『Upgrading Field Programmable Hardware Devices for Cisco ASR 1000 Series Routers』を参照して
ください。

互換性のないハードウェア構成の組み合わせ

以下の表に、IOS XE Release 3.1S以降と互換性のない ASR 1000ハードウェア構成の組み合わ
せを示します。
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表 3 : IOS XE Release 3.1S以降で互換性のないシスコのハードウェア構成の組み合わせ

結果ASR1000-SIPASR1000-ESPASR1000-RPシャーシ

ESP-20がディセーブル

ESP-40がディセーブル

ESP-100がディセーブ
ル

NA（内蔵）ESP-20

ESP-40

ESP-100

NA（内蔵）Cisco ASR 1002ルー
タ

ESP-5がディセーブル

ESP-100がディセーブ
ル

—ESP-5

ESP-100

—Cisco ASR 1004ルー
タ

ESP-5がディセーブル—ESP-5—Cisco ASR 1006ルー
タ

RP1がディセーブル——RP1Cisco ASR 1013ルー
タ

—NA（内蔵）統合エンベデッド

サービスプロセッサ

NA（内蔵）Cisco ASR 1001ルー
タ

—NA（内蔵）統合エンベデッド

サービスプロセッサ

NA（内蔵）Cisco ASR 1002-X
ルータ

互換性のない ASR1000-ESPのエラーメッセージ

ここでは、互換性のない Cisco ASR1000-ESPが次の Cisco ASR 1000シリーズルータに挿入さ
れた場合に発生する状態を示します。

• Cisco ASR1000-ESP20が Cisco ASR 1002ルータに挿入される
• Cisco ASR1000-ESP40が Cisco ASR 1002ルータに挿入される
• Cisco ASR1000-ESP100が Cisco ASR 1002ルータに挿入される
• CiscoASR1000-ESP5またはCiscoASR1000-ESP100がCiscoASR 1004またはASR1006ルー
タに挿入される

エラーメッセージ

CiscoASR1000-ESPカードはディセーブルにされ、次のエラーメッセージがコンソールに表示
されます。

Error message: %CMRP-3-INCOMPATIBLE_FRU: [chars] in slot [chars] is not compatible with
[chars] and so it is disabled.
fp_name: ESP-5/ESP-20/ESP-40/ESP-100
fp_slot: F0/F1
hw_config: ASR-1002/ASR-1004/ASR-1006 chassis
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理由

FRU IDPROMから読み取った製品 IDにこのハードウェア構成との互換性がありません。

推奨処置

シャーシからエンベデッドサービスプロセッサを取り外します。

互換性のない ASR1000-RPのエラーメッセージ

ここでは、Cisco ASR1000-RP1が Cisco ASR 1013ルータに挿入されたときに発生する状態を示
し、エラーメッセージおよびその原因を説明します。

エラーメッセージ

ASR1000-RP1はディセーブルになり、次のエラーメッセージがコンソールに表示されます。

Error message: %CMRP-3-INCOMPATIBLE_FRU: [chars] in slot [chars] is not compatible with
[chars] and so it is disabled”
rp_name: RP1
rp_slot: R0/R1
hw_config: ASR-1013 chassis

理由

FRU IDPROMから読み取った製品 IDがこのハードウェア構成でサポートされていません。

推奨処置

シャーシから Cisco ASR1000-RP1を取り外します。

サポートされていないハードウェア構成

以下の表に、サポートされていない Cisco ASR 1000シリーズルータハードウェア構成を示し
ます。

表 4 :サポートされていない Cisco ASR 1000シリーズルータハードウェア構成

結果ASR1000-SIPASR1000-ESPASR1000-RPルータ

ESP-100がディセーブ
ル

—ESP-40

ESP-100

—Cisco ASR 1004ルー
タ

ESP-40がディセーブ
ル

—ESP-40RP1Cisco ASR 1006ルー
タ

——統合エンベデッド

サービスプロセッサ

—Cisco ASR 1001ルー
タ

SIP-40がディセーブル———
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次の状況は、サポートされていないCiscoASR1000コンポーネントをハイアベイラビリティ機
能構成で使用した場合に発生することがあります。

•サポートされていないASR1000-RPを冗長CiscoASR1006構成で使用：CiscoASR1000-RP1
または RP2を ASR 1006冗長セットアップに挿入すると、次の状態が発生します。

スタンバイ ASR1000-RPカードがディセーブルになり、次のメッセージがアクティブ RPのコ
ンソールに表示されます。

Error message: %CMRP-3-RP_MISMATCH: [chars] has been held in reset because the part
number differs from that of the active RP.
rp_fru: R0/R1

理由：FRU IDPROMから読み取った部品番号と、アクティブ ASR1000-RPの部品番号との互
換性がありません。その結果、スタンバイとして機能しない可能性があります。

推奨処置：シャーシから FRUを取り出します。

•サポートされていない Cisco ASR 1000シリーズルータの電源：Cisco ASR 1013ルータの
電源を Cisco ASR 1006ルータに挿入した場合、または Cisco ASR 1006ルータの電源を
Cisco ASR 1013ルータに挿入した場合、つぎの状態が発生します。

問題の検出時から、解決まで定期的に（1時間ごと）次のエラーメッセージが表示されます。

Error message: %CMRP-3-UNSUPPORTED_PEM: [chars] in slot [chars] is not supported with
[chars] and it needs to be replaced immediately
pem_name: ASR1006-PWR-AC/ASR1006-PWR-DC/ASR1013-PWR-AC/ASR1013-PWR-DC
pem_slot_num: P0-P3
hw_config: ASR-1006/ASR-1013 chassis

理由：PEM IDPROMから読み取った製品 IDがこのハードウェア構成でサポートされていませ
ん。続行が許容されますが、ただちに交換が必要です。

推奨処置：PEMをシャーシから除外し、サポートされる PEMと交換します。

これらの組み合わせが発生すると、次のエラーメッセージが表示されます。

サポートされていない ASR1000-ESPのエラーメッセージ

ここでは、Cisco ASR1000-ESP40が Cisco ASR 1000ルータの起動時に存在した場合または起動
後に挿入された場合に発生する状態について説明し、エラーメッセージと原因について説明し

ます。

エラーメッセージ

ASR1000-ESP40カードはディセーブルになり、次のエラーメッセージがコンソールに表示さ
れます。

Error message
%CMRP-3-UNSUPPORTED_FRU: [chars] in slot [chars] is not supported with [chars] and so
it is disabled
fru_name: ESP40
fru_slot: F0
hw_config: ASR-1004 chassis
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理由

FRU IDPROMから読み取った製品 IDがこのハードウェア構成でサポートされていません。

推奨処置

シャーシから Cisco ASR1000-ESP40を取り外します。

サポートされていない ASR1000-SIPのエラーメッセージ

ここでは、Cisco ASR1000-SIP40が Cisco ASR 1000ルータの起動時に存在した場合または起動
後に挿入された場合に発生する状態について説明し、エラーメッセージと原因について説明し

ます。

エラーメッセージ

ASR1000-SIP40カードはディセーブルになり、次のエラーメッセージがコンソールに表示され
ます。

Error message: %CMRP-3-UNSUPPORTED_FRU: [chars] in slot [chars] is not supported with
[chars] and so it is disabled
fru_name: SIP40
fru_slot: 0-1
hw_config: ASR-1004 chassis

理由

FRU IDPROMから読み取った製品 IDがこのハードウェア構成でサポートされていません。

推奨処置

シャーシから Cisco ASR1000-SIP40を取り外します。

互換性のない Ciscoハイアベイラビリティハードウェア構成

ハイアベイラビリティ機能の Cisco ASR 1006ルータハードウェア構成は、次のハードウェア
構成の組み合わせの場合に、Cisco IOS XE Release 3.1Sと互換性がありません。

• Cisco ASR100-RP1と、Cisco ASR1000-ESP10および Cisco ASR1000-SIP10
• Cisco ASR100-RP2と Cisco ASR1000-ESP20

Cisco ASR 1013ルータサポートのための既存ハードウェアコンポーネ
ントのアップグレード

Cisco IOS XE Release 3.10S以降、Cisco ASR 1000シリーズルータでは、プログラマブルハー
ドウェアデバイスについてユーザが現場でアップグレードを実行できます。FieldProgrammable
ハードウェアには、Complex Programmable LogicDevice（CPLD）および Field ProgrammableGate
Array（FPGA）が含まれます。

Cisco ASR 1000シリーズルータコンポーネントの概要
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以前にリリースされた Cisco ASR1000-RP2および Cisco ASR1000-SIP10モジュールは、Cisco
ASR 1013ルータへの装着時には互換性がありません。互換性のないコンポーネントが Cisco
ASR 1013ルータに挿入された場合、シスコのソフトウェアがリビジョン範囲外のハードウェ
アを検出します。Cisco ASR 1013ルータで Cisco ASR1000-RP2および Cisco ASR1000-SIP10を
再利用するには、これらのモジュールに CPLD Field-Programmableハードウェアアップグレー
ドを実行します。

Complex Programmable Logic Device（CPLD）の Field-Programmableアップグレードの詳細につ
いては、『Upgrading Field Programmable Hardware Devices for Cisco ASR 1000 Series Routers』を
参照してください。

ここでは、次の内容について説明します。

サポートされていないアクティブ ASR1000-RP2にアップグレードが必要

ここでは、古いバージョンの CPLDのアクティブ Cisco ASR1000-RP2が Cisco ASR 1013ルー
タに挿入されたときに発生する状態について説明します。ここでは、エラーメッセージ、原

因、およびどのような種類の構成でCPLDファームウェアのアップグレードが必要になるか説
明します。

エラーメッセージ

CMRP-3-RP_CPLD_INCOMPATIBLE: All other cards in the system has been held in reset as the
Active RP [chars] in slot [chars] has CPLD firmware version that is incompatible with
[chars]"
fru_model_string: ASR1000-RP2
fru_string: R0/R1
hw_config_string: ASR1013

理由

このシャーシで正常に機能するには、アクティブ RPに新しい CPLDファームウェアが必要で
す。

推奨処置

この FRUの CPLDファームウェアを、<b>upgrade hw-programmable CPLD file<pkg_file> slot
<fru_slot> </b>コマンドを使用してアップグレードします。See詳細については、
http://www.cisco.com/en/US/docs/routers/asr1000/cpld/hw_fp_upgrade.htmlを参照してください。

構成：CPLDファームウェアのアップグレードが必要な場合

次の構成の場合、既存のASR1000-RP2およびASR1000-SIP10ハードウェアコンポーネントを
Cisco ASR 1013ルータで使用するためには、CPLDアップグレードを RP2および SIP10コン
ポーネント（古い CPLDのもの）に実行する必要があります。

•両方のRPが古いCPLDで電源オンになるシステム：システムは冗長モードになり、CPLD
のアップグレードが必要（両方の RPに）であることを示すメッセージが、アップグレー
ドするまでシステムが正常動作しないという警告およびアップグレード手順の概要ととも
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に表示されます。スタンバイ RPのメッセージは、スタンバイコンソールとアクティブ
RPに表示されます。

• 1つのRPが古いCPLDで電源オンになるシステム：古いCPLDのRPについて、メッセー
ジが表示されます。

•最新の CPLDを実行中の RPで電源オンとなったシステムに古い CPLDの RPが挿入され
た場合：新しく挿入された RPについてメッセージが表示されます。

•古い CPLDを実行中の RPで電源オンとなったシステムに最新の CPLDの RPが挿入され
た場合：このイベントの前に、システム電源がオンとなった時点でメッセージが表示され

ます。2番めの RP挿入時に、特別な処理は行われません。
•古い CPLDを実行中の RPで電源オンとなったシステムに古い CPLDの RPが挿入された
場合：このイベントの前に、システム電源がオンとなった時点でメッセージが表示されま

す。2番めの RP挿入時にも、新しいカードについて同様のメッセージが出力されます。

CPLDアップグレードのタイミング

次の構成の場合、既存のASR1000-RP2およびASR1000-SIP10ハードウェアコンポーネントを
Cisco ASR 1013ルータで使用するためには、CPLDアップグレードを RP2および SIP10コン
ポーネント（古い CPLDのもの）に実行する必要があります。

•両方のRPが古いCPLDで電源オンになるシステム：システムは冗長モードになり、CPLD
のアップグレードが必要（両方の RPに）であることを示すメッセージが、アップグレー
ドするまでシステムが正常動作しないという警告およびアップグレード手順の概要ととも

に表示されます。スタンバイ RPのメッセージは、スタンバイコンソールとアクティブ
RPに表示されます。

• 1つのRPが古いCPLDで電源オンになるシステム：古いCPLDのRPについて、メッセー
ジが表示されます。

•最新の CPLDを実行中の RPで電源オンとなったシステムに古い CPLDの RPが挿入され
た場合：新しく挿入された RPについてメッセージが表示されます。

•古い CPLDを実行中の RPで電源オンとなったシステムに最新の CPLDの RPが挿入され
た場合：このイベントの前に、システム電源がオンとなった時点でメッセージが表示され

ます。2番めの RP挿入時に、特別な処理は行われません。
•古い CPLDを実行中の RPで電源オンとなったシステムに古い CPLDの RPが挿入された
場合：このイベントの前に、システム電源がオンとなった時点でメッセージが表示されま

す。2番めの RP挿入時にも、新しいカードについて同様のメッセージが出力されます。

サポートされていないスタンバイASR1000-RP2またはASR1000-SIP10のアップグレードが
必要な場合

ここでは、古いバージョンのCPLDのスタンバイCiscoASR1000-RP2またはCiscoASR1000-SIP10
がCiscoASR1013ルータに挿入されたときに発生する状態について説明します。コンソールに
表示されるエラーメッセージ、およびメッセージの説明と推奨処置について説明します。

エラーメッセージ

CMRP-2-FRU_CPLD_INCOMPATIBLE: [chars] in slot [chars] has been held in reset as its CPLD

Cisco ASR 1000シリーズルータコンポーネントの概要
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firmware version is incompatible with [chars]
fru_model_string: ASR1000-RP2/ASR1000-SIP10
fru_string: [0-5]/R0/R1
hw_config_string: ASR1013

理由

このシャーシで正常に機能するには、この FRUに新しい CPLDファームウェアが必要です。

推奨処置

このFRUのCPLDファームウェアを、upgrade hw-programmableCPLD file <pkg_file> slot <fru_slot>
コマンドを使用してアップグレードします。詳細については、『Upgrading Field Programmable
Hardware Devices for Cisco ASR 1000 Series Routers』を参照してください。

Field-Programmableハードウェアデバイスをアップグレードするイメージ

Cisco IOS XE Release 3.1S以降、統合パッケージとは別に、Field Programmableハードウェアデ
バイスのアップグレード用の独立したイメージが定期的にリリースされています。フィールド

のアップグレードが必要な場合、FieldProgrammableデバイス用イメージファイルがカスタマー
に提供されます。CiscoASR1000シリーズルータが、CiscoASR1000-RP、CiscoASR1000-SIP、
または Cisco ASR1000-ESPに hardware programmableファームウェアの以前にリリースされた
バージョンを含む場合、ファームウェアをアップグレードする必要があります。

通常アップグレードは、システムメッセージが Cisco ASR 1000シリーズルータの Field
Programmableデバイスの 1つにアップグレードが必要であることを示す、または Ciscoのテク
ニカルサポートの担当者がアップグレードを提案する場合にのみ必要です。

たとえば、Cisco IOS XE Release 3.1Sでは、Complex Programmable Logic Device（CPLD）コー
ドの新しいバージョンを含む Hardware（hw）-programmableアップグレードパッケージファ
イルイメージが、以前にリリースされた Cisco ASR 1013ルータの Cisco ASR1000-RP2および
Cisco ASR1000-SIP10モジュールの更新が必要なユーザに提供されています。

Field Programmableハードウェアデバイスの現場でのアップグレードについては、『Upgrading
Field Programmable Hardware Devices for Cisco ASR 1000 Series Routers』を参照してください。

Cisco ASR 1000シリーズルートプロセッサ
Cisco ASR 1000シリーズルートプロセッサは中央ネットワーククロッキングカードであり、
ネットワークオペレーティングシステム、BINOSカーネルおよび IOSD（IOSデーモン）を動
作させます。Cisco ASR1000-RP1および Cisco ASR1000-RP2は次の内容を実行します。

•アクティブの Cisco ASR 1000シリーズルートプロセッサおよび Cisco ASR 1000シリーズ
ESPの選択、ならびにこれらのイベントに関するCisco ASR 1000シリーズ SIPへの通知。

•すべての制御プロセッサが通信および Cisco ASR 1000シリーズエンベデッドサービスプ
ロセッサからパントされたパケットに対するパケット処理を実行します。

Cisco ASR 1000シリーズルータコンポーネントの概要
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Cisco ASR 1000-RP1および Cisco ASR1000-RP2には LEDステータスインジケータ、DTIおよ
び BITSタイミング基準用 RJ-45プラグ、ならびにセキュリティキーの配信用のスマートカー
ドに使用できる 2つの USBポートが搭載されています。

Cisco ASR 1000シリーズルートプロセッサが実行する具体的なシステムタスクは、次のとお
りです。

•ネットワーク制御パケットを含む、ルータコントロールプレーンの実行および接続の確
立

•シングルビットエラー訂正およびマルチビットエラー検出機能のサポート
•ユーザインターフェイス:10/100/1000 Mbps管理イーサネット、CON/AUX、USB
• ASR1000-RP1、ASR1000-RP2、および Cisco ASR 1000シリーズエンベデッドサービスプ
ロセッサマスターのアクティブ/スタンバイの切り替え、ならびにスタンバイの同期（障
害マスターからスタンバイへのスイッチオーバーを含む）

•コードの保管、管理、およびアップグレード
• 2 MBメモリの On-board Failure Logging（OBFL;オンボード障害ロギング）のサポート
• SIPおよびCiscoASR 1000シリーズESPの動作コードのEthernet out of band channel（EOBC;
イーサネットアウトオブバンドチャネル）を介したダウンロード。EOBCは Cisco ASR
1000シリーズルータにおけるコントロールプロセッサ間の通信に使用されます

•コマンドラインインターフェイス（CLI）、アラーム、ネットワーク管理、ロギング、お
よび統計の収集

•シャーシ管理
•イーサネットアウトオブバンド管理
• ESPがサポートしないパケットのパントパス処理
•ハードディスクドライブ（あるいはソリッドステートドライブ）とともに、システム統
計情報、レコード、イベント、エラー、およびダンプを記録するコンフィギュレーション

リポジトリの提供（Cisco ASR 1006ルータ、Cisco ASR 1004ルータ、Cisco ASR 1013ルー
タの場合）。

• CONおよび AUXシリアルポートに使用する Dual Asynchronous Receiver/Transmitter
（DUART）など、プラットフォームの管理インターフェイスの提供。MGMTイーサネッ
ト（ENET）管理ポート、CLI、ステータスインジケータ、BITSインターフェイス、リ
セットスイッチ、Audible Cutoff（ACO;聴覚アラームカット）ボタン、およびセキュリ
ティキー用 USBポート。

•シャーシ管理機能（環境）の提供
• Online Insertion andRemoval（OIR;ホットスワップ）による現場交換可能ユニット（FRU）
（Cisco ASR 1002ルータは除く）。

•イメージおよびコンフィギュレーションリポジトリとして使用される、システム用不揮発
性ストレージの提供、さらにシステム統計情報、レコード、イベント、エラー、およびダ

ンプのためのログ機能の提供。

•他のカードのアクティベーションおよび初期化を含めたシャーシ管理、アクティブカード
とスタンバイカード間の選択またはスイッチオーバー、イメージの管理および配布、ロギ

ングファシリティ、ユーザコンフィギュレーション情報の配布、およびアラーム制御の

実施。

Cisco ASR 1000シリーズルータコンポーネントの概要
15

Cisco ASR 1000シリーズルータコンポーネントの概要

Cisco ASR 1000シリーズルートプロセッサ



• 2つの Cisco ASR 1000シリーズ ESPおよび Cisco ASR 1000シリーズルートプロセッサへ
の制御信号および EOBCの提供。

•電源入力モジュールの状態を監視し、電源を遮断し、電源入力モジュールのアラームリ
レーを作動させる制御信号など。

• Cisco ASR 1000シリーズルートプロセッサモジュールは 40 GBまたは 32 GBディスクで
構成可能。

Cisco ASR 1000シリーズルートプロセッサの相違点
Cisco ASR 1000ルートプロセッサはすべてのネットワークパケットの送受信をアクティブの
ESPを通じて実行します。次の表では、Cisco ASR1000-RP1と Cisco ASR1000-RP2との違いを
説明しています。

表 5 :各 Cisco ASR 1000シリーズルートプロセッサの相違点

Cisco ASR1000-RP2Cisco ASR1000-RP1機能

デュアル 2.66 GHz Intel x86シングル 1.5 GHz
PowerPC

CPU

最大 8 GBの現場交換可能な
メモリをサポート

4 GBデフォルトサポー
ト

DRAMメモリ

前面マウント 80 GBハード
ディスク（現場交換可能）

内蔵 40 GBハードディ
スク

バルクストレージハードディスク

2 GB eUSB512 MB eUSBブートフラッシュ/NVRAM

CiscoASR1002-Fルータでは、2.5Gの
スループットによりスケーリングが規

制されます。特に記載がない限り

Cisco ASR 1002-Fルータと Cisco ASR
1002ルータの機能は同じです。

Cisco ASR 1000シリーズルートプロセッサモジュールは、インジケータおよび制御機能用の
前面パネルラベルおよび入出力コネクタ用の別個のラベルで構成されています。Cisco
ASR1000-RP1およびCiscoASR1000-RP2のモデル番号を記したラベルは左側のカードモジュー
ルハンドルの横に貼付されています。モジュールには、モジュールの取り付けまたは取り外し

をサポートするカードハンドルもあります。

Cisco ASR1000-RP1および Cisco ASR1000-RP2を同じシャーシに搭載できません。（注）

Cisco ASR1000-RP1とCisco ASR1000-RP2、Cisco ASR1000-ESP、および電源は冗長性をサポー
トできます。ある時点にアクティブと見なされるのは 1つの RPと 1つの ESPだけで、ロード
シェアリングは実行されません。ただし、必要に応じてアクティブロールをできるだけ速やか

Cisco ASR 1000シリーズルータコンポーネントの概要
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に引き継ぐことができるように、非アクティブなRPまたはESPはウォームスタンバイの状態
で維持されます。次の組み合わせのコンポーネントがサポートされます。

•シングル RP ―シングル ESP
•シングル RP ―デュアル ESP
•デュアル RP ―デュアル ESP
•デュアル RP ―シングル ESP

完全冗長シャーシでは、各RPがミッドプレーンを介したシステム相互接続の個別ポイントツー
ポイント接続によって、各 FPおよび I/Oカードスロットに個別に接続されます。アクティブ
RPの選択は、アクティブ ESPの選択とは独立して行われます。

以下の図に Cisco ASR 1000シリーズルートプロセッサの前面プレートを示します。

図 1 : Cisco ASR1000-RPルートプロセッサの前面プレート LEDおよびコネクタ

USB 0、USB 1コネクタ4内蔵ハードドライブ LED1

ASR1000-RP1または ASR1000-RP2の LED5外部 USBフラッシュ LED2

——内蔵 USBブートフラッシュ LED3

以下の図に前面プレートコネクタを搭載した Ciscoルートプロセッサを示します。

図 2 : Cisco ASR1000-RPルートプロセッサのコネクタ

MGMTイーサネットコネクタ4CARRIERLED1

Cisco ASR 1000シリーズルータコンポーネントの概要
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CONコネクタ5BITSコネクタ2

AUXコネクタ6LINK LED3

以下の表に、Cisco ASR 1000シリーズルートプロセッサの LEDおよび動作を示します。

表 6 : Cisco ASR 1000シリーズルートプロセッサの LED

動作の説明カラーおよび状態LEDLEDのラベ
ル

すべての電源要件が仕様の範囲内。緑色に点灯電源PWR

オフ。ルータはスタンバイモードです。消灯—

Cisco IOSが起動しました。緑色に点灯システムス

テータス

STAT

ROMMONが正常にロードされました。黄色—

システム障害または起動プロセス中です。赤—

Cisco ASR 1000シリーズ RPがアクティブ状
態のときに点灯します。

グリーンアクティブACTV

Cisco ASR 1000シリーズ RPがスタンバイプ
ロセッサの場合に点灯します。

イエローStandbySTBY

クリティカルアラームインジケータまたは

起動プロセス中です。たとえば、周囲温度が

60 °Cを超えると 5分後にシャットダウンを
開始します。

レッドで点灯CriticalCRIT

メジャーアラームインジケータ。たとえば、

周囲温度が短期動作範囲の 55 °Cを超えてい
る場合。60°Cを超えるとシステムはシャット
ダウンされます。

レッドで点灯MajorMAJ

マイナーアラームインジケータ。周囲温度

が正常動作範囲の 40 °Cを超えています。た
とえば、不明なカードが搭載されていること

を RPソフトウェアが検出した場合、または
そのカードが故障している場合、カードが電

源をオフにしたり、マイナーアラームをセッ

トすることがあります。

オレンジMinorMIN

アクティビティインジケータ。グリーンで点滅内蔵ハードド

ライブ LED
DISK HD

アクティビティなし。消灯
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動作の説明カラーおよび状態LEDLEDのラベ
ル

アクティビティインジケータ。グリーンで点滅外部 USBフ
ラッシュ

LED

DISK USB

アクティビティなし。消灯

アクティビティインジケータ。グリーンで点滅内蔵USBブー
トフラッシュ
LED

DISK BF

アクティビティなし。消灯

休止中または未設定。消灯LEDBITS I/F
モード
CARRIER インフレームで正常に動作。グリーンで点灯

故障またはループ条件が存在する。オレンジ

ウォームアップ、フリーラン、またはホール

ドオーバー。

消灯LEDDTIモード -
CARRIER

Cisco
ASR1000-RP2
用

正常またはブリッジ中。グリーンで点灯

高速。オレンジ

アクティビティのないリンク。グリーンで点灯10/100/1000
RJ-45イン
ターフェイス

の LED

LINK

アクティビティのあるリンク。グリーンで点滅

リンクが確立されていません。消灯

以下の表に、Cisco ASR 1000シリーズルートプロセッサのコネクタおよび説明を示します。

表 7 : Cisco ASR 1000シリーズルートプロセッサのコネクタ

Descriptionタイプラベル

音声アラームをオフにするためのくぼんだボタン

です。クリティカル、メジャー、またはマイナー

LEDがセットされたときに使用します。

アラーム音カットボタンACO

セキュアキー配布用メモリスティックまたはス

マートカードに使用する、横並びの USBコネク
タ。

USB0インターフェイス0

セキュアキー配布用メモリスティックまたはス

マートカードに使用する、横並びの USBコネク
タ。

USB1インターフェイス1

BITSタイミング基準の表示。RJ-45コネクタBITS
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Descriptionタイプラベル

RPには、RJ-45コネクタを備えたENETポートが
1つあり、マネジメントデバイスまたはネット
ワーク管理用ネットワークを接続します。

銅のイーサネット管理ポー

ト用 RJ-45ジャック × 1
MGMT
ETHERNET

端末に接続するためのコンソールポート。CON/AUX用 RJ-45 × 1CON

リモート管理のために使用する補助ポート。CON/AUX用 RJ-45 × 1AUX

適切に構成されているかどうかに関わらず、AUXおよび/または CONポートのアウトオ
ブバンド (OOB)またはモデム接続の場合は接続を確立できず、コールを設定できません。
この機能は、いずれのCisco ASR 1000シリーズアグリゲーションサービスルータまたは
Cisco IOS XEバージョンでもサポートされていません。

（注）

Cisco ASR 1000シリーズルートプロセッサは、次の要件を満たします。

•シングルビットエラー訂正およびマルチビットエラー検出機能を備えた、最大 4GBのメ
モリをサポート（Cisco ASR 1002組み込みルートプロセッサを除く）

• 2 MBメモリの On-board Failure Logging（OBFL）をサポート
• Cisco ASR 1000シリーズルータシステムアーキテクチャおよびミッドプレーンをサポー
ト

• 11.5 Gbpsで Enhanced Serdes Interconnect（ESI）をサポート
• EOBC通信、Cisco ASR 1000シリーズ SPIおよび Cisco ASR 1000シリーズエンベデッド
サービスプロセッサの起動に対応するギガビットイーサネットスイッチ

• Cisco IOSネットワークコントロールプレーン（ルーティングプロトコル、接続の確立）
を実行

• Cisco IOSパントパケットフォワーディング
• Cisco ASR 1000シリーズ RP1および Cisco ASR 1000シリーズ ESPのアクティブまたはス
タンバイの選択

• Cisco ASR 1000シリーズ ESPおよび Cisco ASR 1000シリーズ SIPへの動作コードのダウ
ンロードならびにコードストレージ

•バルクストレージ：デフォルトでは 40 GBハードディスクドライブ（HDD）が付属。

ASR1000製品の HDDは、データシートに定義されている以上の容量がある場合があり
ます。ただし、操作の過程では、可視サイズをデータシートに指定されたサイズに合わ

せるため、IOSからの可視容量を減少させる手順が実施されることがあります。

（注）

• 2 MBのアップグレード可能ブート ROM、1 GBの Embedded USB Memory（EUSB;組み込
み USBメモリ）

•デフォルトで 2 GBの DRAMが付属しますが、4 GBの DRAMへのアップグレードが可能
（Cisco ASR 1002組み込みルートプロセッサは除く）

Cisco ASR 1000シリーズルータコンポーネントの概要
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•前面パネルサポート :コンソール、10/100管理ポート、USBポートX 2、CONポート、お
よびAUXポート。Cisco ASR 1000シリーズルータには、各ルートプロセッサ（RP）上に
1つのギガビットイーサネット管理インターフェイスが備わっています。このインターフェ
イスの目的は、ユーザがルータ上で管理タスクを実行できるようにすることです。基本的

には、インターフェイスが原因で不要にネットワークトラフィックが転送されたり、ま

た、ほとんどの場合は転送できなかったりしますが、Telnetおよびセキュアシェル（SSH）
を経由すれば、ルータへのアクセスが可能となり、ルータ上のほとんどの管理タスクを実

行することができます。このインターフェイスは、ルータがルーティングを開始する前

か、または SPAインターフェイスが非アクティブ時にトラブルシューティングを行う場
合に有用な機能を提供します。管理イーサネットインターフェイスでは、次の点に注意し

てください。

•管理イーサネットインターフェイスは各RPにありますが、アクセス可能な管理イー
サネットインターフェイスは、アクティブなRPだけに備わっています（ただし、ス
タンバイ RPの場合はコンソールポートを使用してアクセスできます）。

•インターフェイスでサポートされるルーテッドプロトコルは、IPv4、IPv6、および
ARPだけです。

•インターフェイスでは、SPAインターフェイスまたは IOSプロセスがダウンしている
場合でもルータにアクセスする方式を提供しています。

•コンソールポートはハードウェアフロー制御を行い、最大 115.2 Kbpsで動作可能です。
1ポートをセキュアコンフィギュレーションおよびステータス表示用のコンソールポート
として使用します。コンソールポートのデフォルトボーレートは、9600ボーに設定する
必要があります。コンソールポートおよび補助ポートは、どちらも非同期シリアルポー

トです。

Cisco統合 ASR1000-RP1（Cisco ASR 1002ルータ用）
Cisco ASR 1002ルータ用のルートプロセッサはシャーシに統合されており、Cisco ASR 1006お
よび Cisco ASR 1004ルータ用ルータプロセッサのイーサネットネットワーク管理ポート、コ
ンソールポート、補助シリアルポートなど、一般的なすべてのカスタマー管理インターフェ

イスをサポートします。さらに、LEDステータスインジケータ、BITSタイミング基準用RJ-45
プラグがあるほか、セキュアキーの配布、イメージやコンフィギュレーションファイルのアッ

プデート用のスマートカードに使用できる USBポートが 1つあります。

以下の図に Cisco ASR1000-RP1の Cisco ASR 1002ルータ用 LEDを示します。

図 3 :組み込み Cisco ASR1000-RP1の LED
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Cisco ASR 1002ルータの組み込みルートプロセッサは、SPAベイ 1つと内蔵 4xGE SPA用回路
を接続します。

ASR 1002ルータ用 Ciscoルートプロセッサは Cisco ASR 1006および Cisco ASR 1004ルータ用
ルートプロセッサの要件を満たしていますが、次の点で異なります。

• SATAハードドライブをサポートしません。バルクファイルストレージは、大型の固定
EUSBデバイス上にあります（最大 8 GBをサポート）。

•冗長ルートプロセッサをサポートしません。
•ハードウェアメモリおよびストレージオプション（DRAMなど）は現場でのアップグレー
ドはできません。

•ネットワークのクロックが変化する。複数のBITSクロック入力がサポートされていない。
• LEDの順番は、ルートプロセッサの上から下にMIN、MAJ、CRITです。
• Cisco ASR1000-RP2は Cisco ASR 1002ルータまたは Cisco ASR 1002-Fルータではサポート
されていません。

以下の表に、Cisco組み込み ASR1000-RP1の LEDおよび動作を示します。

表 8 : Cisco ASR 1002ルータでの Cisco組み込み ASR1000-RP1の LED

動作の説明カラーおよび状

態

LEDLEDのラベル

すべての電源要件が仕様の範囲内。緑色に点灯電源PWR

オフ。ルータはスタンバイモードで

す。

消灯

Cisco IOSが正常に起動されました。緑色に点灯システムス

テータス

STAT

ROMMONの実行中、またはクリティ
カルな ASR 1000シリーズ RP1プロセ
スが動作していないことを Process
Managerが宣言。

黄色

システム障害または起動中。赤

マイナーアラームインジケータ。オレンジMinorMIN

メジャーアラームインジケータ。赤メジャーMAJ

クリティカルアラームインジケータ。赤深刻CRIT

アクティビティインジケータ。グリーンで点滅EUSB0
FLASH
（ブート

ディスク）

BOOT

アクティビティなし。消灯
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動作の説明カラーおよび状

態

LEDLEDのラベル

休止中または未設定。消灯CARRIER

インフレームで正常に動作。グリーン

障害またはループ条件。オレンジ

アクティビティのないリンク。グリーン10/100/1000
RJ-45イン
ターフェイ

スの LED

LINK

アクティビティのあるリンク。グリーンで点滅

リンクが確立されていません。消灯

ポートがディセーブルにされていま

す。

消灯組み込み
SPA SFP
ポートス

テータス

4個の LED

ポートはイネーブルだが、イーサネッ

トリンクに問題。

オレンジ

ポートがイネーブルで、有効なイーサ

ネットリンク。

グリーン

すべてのキャリアカード要件が仕様の

範囲内。

グリーンキャリア

カード電源

PWR

SPAドライバが起動し、動作中であ
り、すべてのクリティカルプロセスが

動作している場合に限り点灯。

グリーンキャリア

カードス

テータス

STAT

ROMMONが動作していて、オペレー
ティングシステムのダウンロードおよ

び起動中。

黄色

障害を検出、またはカードの起動中。赤
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動作の説明カラーおよび状

態

LEDLEDのラベル

Cisco ASR 1002ルー
タの内蔵ギガビット

イーサネットポート

は、5x1 GE SPAと同
じ Small Form-Factor
Pluggable（SFP）光
トランシーバをサ

ポートします。Cisco
ASR 1002内蔵 GE
ポートは SFP-GE-T
だけをサポートし、

SFP-GLC-Tはサポー
トしないことに注意

してください。

以下の表に、CiscoASR 1002ルータに搭載されているCisco組み込みASR1000-RP1のコネクタ
および説明を示します。

表 9 : Cisco組み込み ASR1000-RP1のコネクタ

Descriptionタイプラベル

BITSタイミング基準を示します。標準 E1/T1 RJ-45コネクタBITS

RPには、RJ-45コネクタを備えたENETポートが
1つあり、マネジメントデバイスまたはネット
ワーク管理用ネットワークを接続します。

銅のイーサネット管理イーサネッ

トポート用 RJ-45ジャック × 1
MGMT

端末に接続するためのコンソールポート。CON用 RJ-45 × 1CON

リモート管理のために使用する補助ポート。AUX用 RJ-45 × 1AUX

xref figに、フル搭載の Cisco ASR 1002ルータを示します。
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Cisco ASR 1002ルータ側面の eUSBパネルドアは開けないでください。パ
ネルドアには「DoNotTamper」（開けないでください）という内容のラベ
ル表記があります。このラベルははがさないでください。eUSBフラッシュ
カードに問題があれば、シャーシを返却する必要があります。

3F0スロット1

アーススタッド位置4R0スロット2

特に記載がない場合は、Cisco ASR 1002-Fルータの機能は Cisco ASR 1002ルータと同じ
です。Cisco ASR1002-ESP-Fは 2.5 Gbpsをサポートしており、シャーシ内に統合されてい
ます。これは現場交換可能ユニットではありません。

（注）

Cisco ASR1000-RPアラームモニタの動作の仕組み
Cisco ASR1000-RP1または Cisco ASR1000-RP2前面プレートには CRIT、MAJ、およびMINア
ラームインジケータLEDが設置されています。電源モジュールのDB-25アラームコネクタを
使用することにより、外部デバイスを電源モジュールに接続できます。外部デバイスは視覚ア

ラーム用 DC電球または聴覚アラーム用ベルです。

Cisco ASR 1000シリーズルートプロセッサ（RP）の前面プレートにあるCRIT、MIN、または
MAJのアラーム LEDが点灯し、可視アラームまたは可聴アラームが接続されている場合、電
源 DB-25コネクタ（Cisco ASR 1006ルータおよび Cisco ASR 1004ルータにある）のアラーム
リレーもアクティブになります。ベルが鳴るかまたは電球が点灯して現場の担当者にルータの

アラーム条件が存在することを知らせます。

AC電源と DC電源のいずれでも、DB-25アラームコネクタの接続にはシールドケーブ
ルを使用してください。これは、FCC、EN55022、CISPR22の各規格で定められているク
ラス Aの不要輻射基準を満足するために必要な措置です。

（注）

DB-25コネクタに送信されるアラーム信号は Cisco ASR1000-RP1および Cisco ASR1000-RP2の
システム LEDに送信される信号と同じ機能を持ちます。各アラームはアラームがアクティブ
になり、DB-25のコネクタピン間の対応する接続が遮断された場合に切り替えが実行される 3
つの接続ピンで構成されています。この結果、ルータで検出されたクリティカル、メジャー、

またはマイナーアラーム条件により、次の方法で同時障害表示が起動することがあります。

•システムアラーム LED -ルータのアラーム通知は通常、Cisco ASR1000-RP1およびRP2の
前面プレートにある 3つのシステムアラーム LEDにより実施されます。これらの LEDは
常にルータの状態を表示しますが、これらの LEDがルータのアラーム条件を正しく感知
できることをユーザーが直接確認する必要があります。LEDの詳細については xref表を
参照してください。

•外部アラームモニタ機器：ルータに telcoスタイルの外部アラームモニタ機器を接続する
ことで、より物理的にルータ状態を表示させることができます。ただし、視覚アラームは

アラーム条件の原因となった問題を解決しなければリセットできません。
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外部聴覚アラームはアラームの原因となった条件を解決するか、またはCiscoASR1000-RP1お
よび RP2の Audible Cutoff（ACO）ボタンを押すことでリセットできます。聴覚アラームは音
声によりルータのアラーム条件をユーザに即座に通知します。システムが生成した聴覚アラー

ムは、アラーム条件そのものを解決するか、または ACOボタンを押してアラームを停止する
まで継続します。このボタンを押してもアラーム条件は解決しません。

•聴覚アラームを解除するには、次のいずれかを実行します。

•ルートプロセッサ前面プレートの ACOボタンを押す（xref図を参照）
• clear facility-alarmコマンドを入力します。

•視覚アラームを解除するには、アラーム条件を解決する必要があります。clear facility-alarm
コマンドを入力しても、RP前面プレートのアラーム LEDの解除および DC電球の消灯は
できません。たとえば、SPAを正しく非アクティブ化せずに取り外したためにクリティカ
ルアラーム LEDが点灯した場合、このアラームは SPAを再度取り付けなければ解決でき
ません。

アラームリレーのピン割り当てについては、Cisco ASR 1006ルータの場合は xref表を、
Cisco ASR 1004ルータの場合は xref表を参照してください。

（注）

Cisco ASR 1000シリーズルータの電源モジュール
すべてのCisco ASR 1000シリーズルータ構成は、ACおよびDC電源モジュールオプションを
サポートします。モジュラシャーシ構成では、冗長性のために電源モジュールを2つ搭載でき
ます。外部電源モジュールが故障すると、または取り外されると、もう一方の電源モジュール

がシャーシに必要な電力を供給します。

シャーシを十分に冷却できるように、シャーシには電源モジュールを常に2つ搭載しておく必
要があります。システムファンは電源ユニット内部にあり、冷却のために回転する必要があり

ます。電源モジュールを 2つ搭載していない状態で、Cisco ASR 1000シリーズルータが 2～ 3
分より長く動作することはありません。一方の電源モジュールがすべてのシステムファンに電

力を供給するので、第2電源ユニットの電源をオンにする必要はありませんが、搭載しておく
必要があります。Cisco IOSソフトウェアはシャーシに電源モジュールが 2つ搭載されている
かどうかを調べ、電源モジュールが1つしか検出されなかった場合は、シャットダウンを自動
的に開始します。

ここでは、次の内容について説明します。

Cisco ASR 1000シリーズの全ルータの電源要件
ここには、すべての Cisco ASR 1000シリーズルータの電源の仕様が含まれます。内容は、次
のとおりです。

• DC電源入力定格および回路ブレーカー仕様
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分岐回路ブレーカーの最大および最小 Amp•
•各回路ブレーカーに必要な最大および最小 AWGワイヤサイズ

• ACおよび DC電源タイプ
• ACおよび DC電源定格

Cisco ASR 1000シリーズルータの DC電源システム入力要件
Cisco ASR 1006、Cisco ASR 1004、Cisco ASR 100、Cisco ASR 1013、Cisco ASR 1001の各ルー
タの DC電源は、そてぞれの仕様に従って動作します。

以下の表に、共通の入力定格および回路ブレーカー要件を示します。

表 10 : Cisco ASR 1000シリーズルータの DC電源の入力要件

導線径回路ブレーカー

（A）
システムの入

力定格（A）
Cisco ASR 1000シリーズルータの
DC電源

最

大

最

小

最大最小

必ず AWG #6必ず 5040Cisco ASR 1006

810403024Cisco ASR 1004

Cisco ASR 1002：

• -48 VDC
• +24 VDC

1012302016

88404032

必ず AWG #6必ず 5040Cisco ASR 1013

1010302014Cisco ASR 1001

Cisco ASR 1002-X：

• -48 VDC
• +24 VDC

1012302016

88404032

たとえば、入力定格が16AのCisco
ASR 1002ルータの DC電源では、
20 Aの回路ブレーカーにAWG #12
ゲージのケーブル、30 Aの回路ブ
レーカーにAWG#10ゲージのケー
ブルを使用する必要があります。

すべての Cisco ASR 1000シリーズルータの AC電源モジュールは、20 Aを超えない分岐
回路に接続する必要があります。

（注）
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ACおよび DC電源タイプ
Cisco ASR 1000シリーズルータの ACおよび DC電源モジュールは、さまざまなタイプの電源
スイッチをサポートします。以下の表で、CiscoASR1000シリーズルータの電源モジュールが
サポートするスタンバイまたはオン/オフスイッチを示します。

表 11 : Cisco ASR 1000シリーズルータの ACおよび DC電源スイッチ

Cisco ASR 1000シリーズルータの電源モジュー
ル

記号サポートされるスイッチ

タイプ

ASR 1006 -48 VDC

ASR 1004 -48 VDC

ASR 1002 AC

ASR 1002-X AC

I/Oオン/オフ回路

ASR 1006 AC

ASR 1004 AC

ASR 1002 -48 VDC

ASR 1002 +24 VDC

ASR 1013 ACおよび DC

ASR 1001 ACおよび DC

ASR 1002-X -48 VDC

ASR 1002-X +24 VDC

上から縦線が入っ

た不完全な円

スタンバイスイッチ

ACおよび DCシステム電源定格
以下の表に、すべての Cisco ASR 1000シリーズルータに必要な ACおよび DC電源システム定
格を示します。

表 12 : Cisco ASR 1000シリーズルータの ACおよび DC電源システム定格仕様

仕様説明

AC = 100～ 240 VACPower supply declared ratings

DC = -48/-60 VDC

+24 VDC = +21/+36 VDC

AC電源の場合は 50/60 Hz公称ライン周波数定格
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Cisco ASR 1006ルータの電源

この項の情報は、ASR1006-PWR-DCおよびASR1006-PWR-AC電源に適用されます。Cisco
ASR 1006ルータでは、Cisco ASR 1013ルータの電源（49ページ）で説明されている
ASR1013/06-PWR-DCおよび ASR1013/06-PWR-AC電源もサポートしています。

（注）

CiscoASR1006ルータは、最大 1200Wの出力をサポートします（ACおよび –48VDC入力）。
1200 W電源モジュールは、ACまたは –48 VDC入力および 1200 W出力クローズドフレーム
電源からなります。DC電圧出力は 12 Vと 3.3 Vの 2つです。

各電源モジュールには、3つの内蔵ファンモジュールがあり、強制的に空気を送ってシャーシ
を冷却します。これらの電源モジュールには、ファンの速度および動作ステータス、ならびに

ファンエラーを表示する LEDステータスを判別するモニタ回路が組み込まれています。

システム動作温度は、0～ 40 °C（公称）および -5～ +55 °Cです。

• ACシステム：AC電源入力は IEC 320タイプパワーインレット、20 A供給電源コネクタ
です。AC入力側の前面パネルに、取り付けネジ用の設備、電源モジュールを引き出すた
めの組み込みハンドル、3つのステータスLED、電源モジュールおよびシステムを冷却す
るためのファンがあります。

• –48 VDCシステム：2端子ブロックスタイルのコネクタに、–（–48/60 V入力）および +
（–48/60Vリターン）の接続を示すラベルがあります。–48VDC入力側の前面パネルに、
取り付けネジ用の設備、電源モジュールを引き出すための組み込みハンドル、3つのステー
タス LED、電源およびシステム冷却用のファンがあります。

詳細な電源仕様については、xref付録A「Cisco ASR 1000シリーズルータの仕様」を参照して
ください。

この製品は、設置する建物に短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計

されています。保護装置の定格が次の値を超えないようにしてください。Ciscoアグリ
ゲーションサービスルータの AC電源の場合は 120 VAC、最大 20A（米国）。DC電源
の場合、Cisco ASR 1006ルータでは最大 50A（米国）、Cisco ASR 1004ルータでは最大
40A（米国）、Cisco ASR 1002ルータでは最大 30A（米国）。ステートメント 1005

警告

Cisco ASR 1006の AC電源 LEDおよびコネクタ

この項の情報は、ASR1006-PWR-AC電源に適用されます。ASR1013/06-PWR-AC電源モ
ジュールを使用している場合は、xref
c_AC_Power_Supply_LEDs_and_Connector_for_Cisco_ASR_1013_1206731.xmlを参照してく
ださい。

（注）
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電源モジュールには 3個のファンが含まれます。合計 6つのファンを使用して、ASR 1006シ
ステムと電源モジュールを冷却します。エアーフローの方向は前方から後方です。

ファンモジュールを内蔵した電源モジュールをシャーシ背面に搭載します。これらのモジュー

ルには、ハンドルが統合されているので、簡単に取り付けたり取り外したりできます。取り付

けまたは取り外し用のレバーはありません。これらのモジュールのインレット側に1つあるワ
ンタッチコネクタがミッドプレーン背面側のコネクタとかみ合います。

モジュール背面のガイドピンでモジュールの中心を合わせることによって、ミッドプレーンや

モジュールマウントコネクタのストレスを軽減できます。モジュール前面プレート（シャー

シ背面）の4本の非脱落型ネジ（工具で操作するラッチ）で、シャーシにモジュールを固定し
ます。

xref図に、Cisco ASR 1006ルータの ASR1006-PWR-AC電源を示します。Cisco ASR 1006ルー
タは、最大 2台の電源モジュールをサポートします。xref表で、シャーシ背面の電源 LEDお
よびコネクタについて説明します。

AC電源モジュールハンドル5AC電源モジュールファン1

AC電源差し込み口6DB-25アラームコネクタ2

AC電源のスタンバイスイッチ7タイラップタブ3

AC電源モジュール LED8AC電源モジュールの非脱落型ネジ4

以下の図に、AC電源 LEDおよび DB-25アラームコネクタを示します。
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図 4 : Cisco ASR 1006ルータの AC電源 LEDおよび DB-25アラームコネクタ

DB-25アラームコネクタ3AC電源モジュール LED1

AC電源モジュールファン4AC電源モジュールファン2

以下の表で、Cisco ASR 1006ルータの AC電源モジュールの LEDについて説明します。

表 13 : Cisco ASR 1006ルータの AC電源の LED

説明色LEDLEDのラベ
ル

LEDがグリーンで点灯し、AC電源入力電圧が 85Vより
大きいことを伝えます。

グリーン電源の動作INPUT OK

LEDが点灯しない場合は、AC入力電圧が 70V未満か、
または電源モジュールがオフになっています。AC入力
電圧が 70～ 85 Vの場合、INPUT OK LEDは点灯、消
灯、点滅のいずれかになります。

なし

LEDはすべてのファンが動作状態の場合にグリーンで点
灯します。

グリーンファンの状

態を示す 2
色の LED

FAN OK

ファンの障害が検出されるとLEDが赤色で点灯します。赤
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説明色LEDLEDのラベ
ル

LEDはレッドで点灯したあとで消灯し、–48VDC出力電
圧が正常な動作範囲内であることを伝えます。出力電圧

が下限と上限の間にある場合、出力障害アラームは生成

されません。出力電圧が下限を下回るか、または上限を

上回ると、出力障害アラームが生成されます。

電源をオンにすると、LEDテストの 2～ 3秒間、LEDが
レッドで点灯し、その後消灯します。

赤電源の動作OUTPUT
FAIL

Cisco ASR 1006の –48 VDC電源 LEDおよびコネクタ

この項の情報は、ASR1006-PWR-DC電源に適用されます。ASR1013/06-PWR-DC電源モ
ジュールを使用している場合は、xref
c_–48_VDC_Power_Supply_LEDs_and_Connectors_for_Cisco_ASR_1013_1206865.xmlを参照
してください。

（注）

–48 VDC電源モジュールの最大分岐回路は 60 Aであり、最小は 50 Aです。–48 VDC電源は常
に –48 VDCから –60 VDCの仕様の範囲内で動作します。Cisco ASR 1006ルータは、電源モ
ジュールスロット 0と電源モジュールスロット 1のそれぞれに同じタイプの電源モジュール
を持ち、合計2台の電源モジュールを備えています。電源モジュールスロットの番号は、シャー
シの左側にあります。電源モジュールはシャーシ底面に置きます。

–48 VDC入力コネクタは、AWG 6番ワイヤをサポートする端子ブロックスタイルです。端子
ブロックは、すべての安全規格のガイドおよび電源の電気要件に適合しています。タイラップ

を使用して、入力ケーブルワイヤを処理します。電源モジュールには、タイラップタブが 3
つあります。

端子ブロックは、2穴端子を受け付けます。1つは -48 V入力、もう 1つは -48 V RTN用です。
偶発的な接触を防ぐために、端子ブロックにはプラスチックのカバーをかぶせます。xref図を
参照してください。

端子ブロックの突起は、Cisco ASR 1006ルータ側面の保護アースデバイスと同様です。
シャーシ側面の保護アースラグについて。

（注）

電源への –48 VDC入力を切断するメインデバイスとして、電源モジュールには電源スイッチ
回路ブレーカーが必要です。回路ブレーカーは国際安全要件を満たしており、80VDCをサポー
トし、定格電流は 50 Aです。電源装置は前面プレートにある 4つの非脱落型ネジを使用して
システムシャーシにしっかり止められています。
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以下の図に、Cisco ASR 1006ルータ背面の –48 VDC電源を示します。Cisco ASR 1006ルータ
は、最大 2台の電源モジュールをサポートします。

図 5 : Cisco ASR 1006ルータの –48 VDC電源モジュール

アースラグ6ファン1

非脱落型ネジ7DB-25アラームコネクタ2

電源装置ハンドル8タイラップタブ3

電源モジュールのオン（|）/オフ（O）スイッチ9端子およびプラスティックカバー4

電源装置の LED10アース記号5

以下の表で、シャーシ背面の電源 LEDおよびコネクタについて説明します。

表 14 : Cisco ASR 1006ルータの –48 VDC電源 LED

説明色LEDLEDのラベ
ル

LEDはグリーンで点灯して、–48VDC電源入力電圧が電
源投入時に -43.5VDCを上回っていること示します。-39
VDCまではグリーンのままです。

グリーン入力電圧の

状態を示す 2
色の LED

INPUT OK

入力電圧が -39VDCを下回ると、LEDがオレンジで点灯
し、電圧（端子ブロックの電圧）がまだ存在しているこ

とを示します。LEDはオレンジ色に点灯したままにな
り、約 20 V +/- 5 V前後までアクティブです。入力電圧
が -15 Vを下回ると LEDは点灯しません。

オレンジ

すべてのファンが正しく動作している場合は LEDがグ
リーンで点灯します。

グリーン電源のファ

ンの状態を

示す 2色の
LED

FAN OK

ファンの障害が検出されるとLEDが赤色で点灯します。赤
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説明色LEDLEDのラベ
ル

LEDが消えている場合は、–48VDC出力電圧は正常の動
作範囲内です。出力電圧が下限値と上限値の範囲内の場

合、出力エラーのアラームは発行されず、出力電圧が下

限値を下回っているか上限値を上回っている場合は出力

エラーのアラームが発行されます。

電源をオンにすると、LEDの動作確認のために赤色の
LEDが 2、3秒点灯してから消えます。

赤電源の動作OUTPUT
FAIL

Cisco ASR 1006の AC/DC電源システム出力
電源出力の許容範囲は、ラインの組み合わせに関係なく、以下の表のとおりです。電源モジュー

ルあたりの総システム消費量が 1200 Wを超えてはなりません。

表 15 : Cisco ASR 1006ルータの電源システム出力電圧および電流

+3.3 V+12 VDC出力電圧

3.20VDC11.80 VDC最小

3.30VDC12.00VDC公称

3.40VDC12.20VDC最大

Output
Current

0.10 A2.80 A最小

3.125 A101.7 A最大

Cisco ASR 1004ルータの電源
Cisco ASR 1004ルータは、最大 735Wの出力をサポートします（ACおよび –48 VDC入力）。
735 W電源モジュールは、ACまたは –48 VDC入力のいずれかと 12 Vおよび 3.3 Vの 2種類の
DC電圧出力で構成されます。

各電源モジュールには、3つの内蔵ファンモジュールがあり、強制的に空気を送ってシャーシ
を冷却します。これらの電源モジュールには、ファンの速度および動作ステータス、ならびに

ファンエラーを表示する LEDステータスを判別するモニタ回路が組み込まれています。

システム動作温度は、0～ 40 °Cおよび -5～ +55 °Cです。

• ACシステム - AC電源入力は IEC 320タイプパワーインレット、15 A供給電源コネクタ
です。AC入力側の前面パネルに、取り付けネジ用の設備、電源モジュールを取り外すた
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めの組み込みハンドル、3つのステータスLED、電源モジュールおよびシステムを冷却す
るためのファンがあります。

• DCシステム - 3端子ブロックスタイルのコネクタに、-（-48/60 V入力）、+（-48/60 Vリ
ターン）、および GND（アース記号）の接続を示すラベルがあります。–48 VDC入力側
の前面パネルに、取り付けネジ用の設備、電源モジュールを引き出すための組み込みハン

ドル、3つのステータス LED、電源およびシステム冷却用のファンがあります。

詳細な電源仕様については、xref付録A「Cisco ASR 1000シリーズルータの仕様」を参照して
ください。

この製品は、設置する建物に短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計

されています。保護装置の定格が次の値を超えないようにしてください。Ciscoアグリ
ゲーションサービスルータの AC電源の場合は 120 VAC、最大 20A（米国）。DC電源
の場合、Cisco ASR 1006ルータでは最大 50A（米国）、Cisco ASR 1004ルータでは最大
40A（米国）、Cisco ASR 1002ルータでは最大 30A（米国）。ステートメント 1005

警告

Cisco ASR 1004の AC電源モジュール
ここでは、Cisco ASR 1004ルータ背面の AC電源モジュール情報を扱います。電源モジュール
には 3個のファンが含まれます。合計 6つのファンを使用して、ASR 1004システムと電源モ
ジュールを冷却します。エアーフローの方向は前方から後方です。

ファンモジュールを内蔵した電源モジュールをシャーシ背面に搭載します。これらのモジュー

ルにはハンドルがあり、取り付けおよび取り外しが容易です。AC電源モジュールの前面パネ
ルには、電源モジュールのオン/オフ用スイッチがあります。このスイッチはACラインを切断
するものではなく、電源モジュールのスタンバイスイッチとして機能するだけです。前面パネ

ルには、偶発的な接触によってスタンバイスイッチが動かないように、機械的なガードが組み

込まれています。

モジュール背面のガイドピンでモジュールの中心を合わせることによって、ミッドプレーンや

モジュールマウントコネクタのストレスを軽減できます。モジュール前面プレート（シャー

シ背面）の4本の非脱落型ネジ（工具で操作するラッチ）で、シャーシにモジュールを固定し
ます。

Cisco ASR 1004の AC電源 LEDおよびコネクタ
以下の図に、Cisco ASR 1004ルータ背面の AC電源モジュールを示します。Cisco ASR 1004
ルータは、最大 2台の電源モジュールをサポートします。
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図 6 : Cisco ASR 1004ルータの AC電源モジュール

AC電源モジュールファン4AC電源スタンバイスイッチ（スタンバイ記号は上から縦
線の入った不完全な円）

1

AC電源差し込み口5AC電源モジュール LED2

AC電源モジュールハンドル6DB-25アラームコネクタ3

以下の図に、AC電源 LEDおよび DB-25アラームコネクタを示します。
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図 7 : Cisco ASR 1004ルータの AC電源 LEDおよび DB-25アラームコネクタ

DB-25アラームコネクタ3AC電源モジュール LED1

AC電源モジュールファン4電源装置ファン2

以下の表で、シャーシ背面の電源 LEDおよびコネクタについて説明します。

表 16 : Cisco ASR 1004ルータの AC電源 LEDおよびコネクタ

説明色LEDLEDのラベル

LEDがグリーンで点灯し、AC電源入力電圧が 85 Vより大きいことを伝
えます。

グリーン電源の動作INPUT OK

LEDが点灯しない場合は、AC入力電圧が 70 V未満か、または電源モ
ジュールがオフになっています。AC入力電圧が70～85Vの場合、INPUT
OK LEDは点灯、消灯、点滅のいずれかになります。

なし

LEDはすべてのファンが動作状態の場合にグリーンで点灯します。グリーンファンの状態を

示す 2色の LED
FAN OK

ファンの障害が検出されると LEDが赤色で点灯します。赤
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説明色LEDLEDのラベル

LEDはレッドで点灯したあとで消灯し、–48 VDC出力電圧が正常な動作
範囲内であることを伝えます。出力電圧が下限と上限の間にある場合、出

力障害アラームは生成されません。出力電圧が下限を下回るか、または上

限を上回ると、出力障害アラームが生成されます。

電源をオンにすると、LEDテストの 2～ 3秒間、LEDがレッドで点灯し、
その後消灯します。

赤電源の動作OUTPUT FAIL

Cisco ASR 1004ルータの –48 VDC電源モジュール
ここでは、Cisco ASR 1004ルータ背面の –48 VDC電源モジュールの情報を扱います。–48VDC
電源モジュールの最大分岐回路については、xref表を参照してください。

–48 VDC電源は、-48～ -60 VDC（連続）の仕様範囲内で動作します。Cisco ASR 1004ルータ
には、電源モジュールスロット 0と電源モジュールスロット 1に同じタイプの電源モジュール
が2つあります。電源モジュールスロットの番号は、シャーシの左側にあります。電源モジュー
ルはシャーシ底面に置きます。

–48 VDC電源入力コネクタは、端子ブロックスタイルで、圧着タイプの端子に AWG 8番まで
のワイヤを使用できます。端子ブロックは、すべての安全規格のガイドおよび電源の電気要件

に適合しています。端子ブロックは、あらゆる接続に対応する 2穴端子（10番スタッド）を
受け付けます。中心間の距離は 0.625インチです。偶発的な接触を防ぐために、端子ブロック
にはプラスチックのカバーをかぶせます。マイナス（-）、プラス（+）、GNDの順に接続し
ます。

電源への –48 VDC入力を切断するメインデバイスとして、電源モジュールには電源スイッチ
回路ブレーカが必要です。（定格電流の要件についてはxref図を参照してください。）電源ユ
ニットは、前面プレートの 4本の非脱落型ネジで、システムシャーシに固定します。

Cisco ASR 1004ルータの –48 VDC電源 LEDおよびコネクタ
以下の図に、Cisco ASR 1014ルータ背面の –48 VDC電源を示します。Cisco ASR 1004ルータ
は、最大 2台の電源モジュールをサポートします。
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図 8 : Cisco ASR 1004ルータの –48 VDC電源

アース記号5端子およびプラスティックカバー1

電源モジュールのオン（|）/オフ（O）スイッチ6電源装置の LED2

電源装置ハンドル7DB-25アラームコネクタ

電源アース端子（+および -）

3

——電源装置ファン4

以下の表で、シャーシ背面の電源 LEDおよびコネクタについて説明します。

表 17 : Cisco ASR 1004ルータの –48 VDC電源 LED

説明色LEDLEDのラベ
ル

LEDはグリーンで点灯して、–48VDC電源入力電圧が電
源投入時に -43.5VDCを上回っていること示します。-39
VDCまではグリーンのままです。

グリーン入力電圧の

状態を示す 2
色の LED

INPUT OK

入力電圧が -39VDCを下回ると、LEDがオレンジで点灯
し、電圧（端子ブロックの電圧）がまだ存在しているこ

とを示します。LEDはオレンジ色に点灯したままにな
り、約 20 V +/- 5 V前後までアクティブです。入力電圧
が -15 Vを下回ると LEDは点灯しません。

オレンジ

すべてのファンが正しく動作している場合は LEDがグ
リーンで点灯します。

グリーン電源のファ

ンの状態を

示す 2色の
LED

FAN OK

ファンの障害が検出されるとLEDが赤色で点灯します。赤
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説明色LEDLEDのラベ
ル

LEDが消えている場合は、–48VDC出力電圧は正常の動
作範囲内です。出力電圧が下限値と上限値の範囲内の場

合、出力エラーのアラームは発行されず、出力電圧が下

限値を下回っているか上限値を上回っている場合は出力

エラーのアラームが発行されます。

電源をオンにすると、LEDの動作確認のために赤色の
LEDが 2、3秒点灯してから消えます。

赤電源の動作OUTPUT
FAIL

Cisco ASR 1004の DC電源システム入力

電源の –48 VDC入力が -43.5 Vのしきい値に達すると、–48 VDC電源は常に -40.5～ -72 VDC
の仕様範囲内で動作します。以下の表に共通の入力範囲を示します（値は参考程度に考えてく

ださい）。

表 18 : Cisco ASR 1004ルータの –48 VDC電源システム入力

最

大

公

称

最小電圧範囲（VDC）

-56-48-40.5国内

–72-60-55国際仕様

Cisco ASR 1004の AC/DC電源システム出力

電源出力の許容範囲は、ラインの組み合わせに関係なく、以下の表のとおりです。電源モジュー

ルあたりの総システム消費量が 735 Wを超えてはなりません。

表 19 : Cisco ASR 1004ルータの電源システム出力電圧および電流

+3.3 V+12 VDC出力電圧

3.20VDC11.80 VDC最小

3.30VDC12.00VDC公称

3.40VDC12.20VDC最大

出力電流

0.10 A2.80 A最小

3.125 A61.44 A最大
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Cisco ASR 1002ルータの電源

特に記載のない限り、Cisco ASR 1002-Fルータおよび Cisco ASR 1002-Xルータは、Cisco
ASR1002ルータの汎用ルーティング機能とセキュリティ機能をすべてサポートし、Cisco
ASR 1002ルータと同じ内部制御およびデータプレーンアーキテクチャを使用します。
Cisco 24 V電源は、Cisco ASR 1002ルータおよび Cisco ASR 1002-Xルータだけサポートさ
れ、Cisco ASR 1002-Fルータではサポートされません。

（注）

Cisco ASR 1002ルータでは、ACまたは –48 VDC電源および +24 VDC電源をサポートします。

Cisco ASR 1002ルータ電源モジュールのファン

Cisco ASR 1002ルータでは、各電源モジュールに 2つずつある 12 VDCタイプのファンがシス
テムレベルの冷却を行います。各モジュールのファンは、ファンが1つ故障した場合に、シス
テム冷却をバックアップします。さらに、各電源モジュールのファンは、動作状態のモジュー

ルが1つだけの場合、単一モジュールから電力を供給できます。エアーフローの方向は前方か
ら後方です。

この製品は、設置する建物に短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計

されています。保護装置の定格が次の値を超えないようにしてください。Ciscoアグリ
ゲーションサービスルータの AC電源の場合は 120 VAC、最大 20A（米国）。DC電源
の場合、Cisco ASR 1006ルータでは最大 50A（米国）、Cisco ASR 1004ルータでは最大
40A（米国）、Cisco ASR 1002ルータでは最大 30A（米国）。ステートメント 1005

警告

Cisco ASR 1002ルータの AC電源モジュール
ここでは、Cisco ASR 1002ルータ背面の AC電源モジュール情報を扱います。

Cisco ASR 1002ルータでは、2台の電源モジュールごとに 2つずつある 12 VDCタイプのファ
ンがシステムレベルの冷却を行います。各モジュールのファンは、ファンが1つ故障した場合
に、システム冷却をバックアップすることが想定されています。さらに、各電源モジュールの

ファンは、動作状態のモジュールが 1つだけの場合、単一モジュールから電力を供給できま
す。エアーフローの方向は前方から後方です。電源モジュールは直接CiscoASR1000-RP1に接
続され、電力を再度ミッドプレーンに分配します。

モジュール背面のガイドピンでモジュールの中心を合わせることによって、ミッドプレーンや

モジュールマウントコネクタのストレスを軽減できます。モジュール前面プレート（シャー

シ背面）の2本の非脱落型ネジ（工具で操作するラッチ）で、シャーシにモジュールを固定し
ます。
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Cisco ASR 1002の AC電源 LEDおよびコネクタ

以下の図に、Cisco ASR 1002ルータ背面の AC電源モジュールを示します。Cisco ASR 1002
ルータは、最大 2台の電源モジュールをサポートします。

図 9 : Cisco ASR 1002ルータの AC電源モジュール

AC電源モジュールファン5シャーシの ESDソケット1

AC電源モジュールの非脱落型ネジ6AC電源モジュールスロット番号 02

AC電源モジュールスロット番号 17AC電源モジュールのオン（|）/オフ（O）スイッチ3

AC電源差し込み口8AC電源モジュール LED4

以下の表で、シャーシ背面の電源 LEDおよびコネクタについて説明します。

表 20 : Cisco ASR 1002ルータの電源の LED

説明色LEDLEDのラベル

AC入力電圧が 85Vを上回っています。グリーン電源の動作INPUT OK

LEDが点灯しない場合は、AC入力電圧が70V未満であるか、または
電源がオフになっています。

AC入力電圧が 70～ 85 Vの場合、INPUT OK LEDはオン、オフ、点
滅のいずれかの状態になります。

なし

すべてのファンが動作しています。グリーン電源のファンの動作

ファンの状態を示す

2色の LED

FAN OK

ファンの障害が検出されました。赤

INPUT OK LEDが点灯する場合、DC出力電圧が最小限度未満または
最大限度を超えるとこの LEDは赤になります。

INPUT OK LEDが点灯しない場合、この LEDはオフまたは赤になる
ことがあります。

赤電源の動作OUTPUT FAIL
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AC電源出力電圧アラーム範囲（Cisco ASR 1002ルータ）

AC電源出力電圧アラームは、出力電圧が以下の表に示す最小値の下限を下回った場合、また
は最大値の上限を上回った場合に発生します。

表 21 : Cisco ASR 1002ルータの AC電源出力電圧アラーム範囲

最大最小電源のタイ

プ

12.8～ 13.8
V

10.0～ 11.2
V

12 V

なし2.6～ 3.0 V3.3 V

Cisco ASR 1002ルータの –48 VDC電源
ここでは、Cisco ASR 1002ルータ背面の –48 VDC電源の情報を扱います。Cisco ASR 1002ルー
タ –48 VDC電源の推奨分岐回路ブレーカーは 30 Aです。30 A回路には AWG #10最大ワイヤ
ゲージを使用します。–48VDC電源モジュールの最大分岐回路が30Aを超えてはなりません。

Cisco ASR 1002ルータは、電源モジュールスロット 0と電源モジュールスロット 1のそれぞ
れに同じタイプの電源モジュールを持ち、合計2台の電源モジュールを備えています。電源モ
ジュールスロットの番号は、シャーシの左側にあります。電源モジュールはシャーシ底面に置

きます。電源スイッチはスタンバイスイッチであり、切断ではありません。

–48VDC入力コネクタは、ユーロスタイルの端子ブロックです。前面パネルのユーロスタイル
ブロックに使用できる最大ワイヤゲージは、AWG10番ワイヤです。端子ブロックは、すべて
の安全規格のガイドおよび電源の電気要件に適合しています。タイラップを使用して入力ケー

ブルワイヤを処理します。–48VDC電源モジュールにはタイラップ用のタブが2つあります。

–48 VDC電源ユニットは、前面プレートの 2本の非脱落型ネジで、システムシャーシに固定
します。

Cisco ASR 1002ルータの –48 VDC電源モジュール LEDおよびコネクタ

以下の図に、Cisco ASR 1002ルータ背面の –48 VDC電源を示します。Cisco ASR 1002ルータ
は、最大 2台の電源モジュールをサポートします。
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図 10 : Cisco ASR 1002ルータの –48 VDC電源

電源モジュールの非脱落型ネジ6シャーシの ESDソケット1

電源モジュールのスロット 1ラベル7電源モジュールのスロット 0ラベル2

アース線8電源のスタンバイ/オン（|）スイッチ3

プラス導線9電源装置の LED4

マイナス導線10ファン5

以下の表で、シャーシ背面の電源 LEDおよびコネクタについて説明します。

表 22 : Cisco ASR 1002ルータの –48 VDC電源 LED

説明色LEDLEDのラベル

LEDはグリーンで点灯して、–48VDC電源入力電圧が電源投入時に -43.5
VDCを上回っていること示します。-39VDCまではグリーンのままです。

グリーン入力電圧の状態

を示す 2色の
LED

INPUT OK

入力電圧が -39 VDCを下回ると、LEDがオレンジで点灯し、電圧（端子
ブロックの電圧）がまだ存在していることを示します。LEDはオレンジ
色に点灯したままになり、約 20 V +/- 5 V前後までアクティブです。入力
電圧が -15 Vを下回ると LEDは点灯しません。

オレンジ

すべてのファンが正しく動作している場合は LEDがグリーンで点灯しま
す。

グリーン電源のファンの

状態を示す 2色
の LED

FAN OK

ファンの障害が検出されると LEDが赤色で点灯します。赤

LEDが消えている場合は、–48 VDC出力電圧は正常の動作範囲内です。
出力電圧が下限値と上限値の範囲内の場合、出力エラーのアラームは発

行されず、出力電圧が下限値を下回っているか上限値を上回っている場

合は出力エラーのアラームが発行されます。

電源をオンにすると、LEDの動作確認のために赤色の LEDが 2、3秒点
灯してから消えます。

赤電源の動作OUTPUT FAIL
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Cisco ASR 1002ルータの –48 VDC電源システム入力

電源の –48 VDC入力が -43.5 Vのしきい値に達すると、–48 VDC電源は常に -40.5～ -72 VDC
の仕様範囲内で動作します。以下の表に共通の入力範囲を示します（値は参考程度に考えてく

ださい）。–48 VDC電源入力コネクタはユーロスタイルの端子ブロックであり、プラス × 1、
マイナス × 1、およびアース × 1の 3本を使用できます。

表 23 : Cisco ASR 1002ルータの –48 VDC電源システム入力

最

大

公

称

最小電圧範囲（VDC）

-56-48-40.5国内

–72-60-55国際仕様

Cisco ASR 1002ルータの –48 VDC電源システム出力

–48VDC電源出力の許容範囲は、–48VDC入力ラインの組み合わせに関係なく、以下の表のと
おりです。システム全体の電力消費量が470Wまたは各電源モジュールの出力定格を超えては
なりません。

冗長動作のために、2台の電源モジュールを使用します。冗長性を維持するには、システ
ム全体の電力消費量が 1台の電源モジュールの定格を超えないようにする必要がありま
す。

（注）

表 24 : Cisco ASR 1002ルータの –48 VDC電源システム出力電圧および電流

+3.3 V+12 VDC出力電圧

-3.20VDC-11.80 VDC最小

-3.30VDC-12.00VDC公称

-3.40VDC-12.20VDC最大

出力電流

-0.10 A-2.0 A最小

-3.125 A-39 A最大
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Cisco ASR 1002ルータの +24 VDC電源モジュール
ここでは、Cisco ASR 1002ルータ背面の +24 VDC電源モジュールの情報を扱います。Cisco
ASR 1002ルータの +24 VDC電源モジュールにはUL認証済み 40 Aの分岐回路ブレーカーが推
奨されます。

Cisco ASR 1002ルータは、電源モジュールスロット 0と電源モジュールスロット 1のそれぞ
れに同じタイプの電源モジュールを持ち、合計2台の電源モジュールを備えています。電源モ
ジュールスロットの番号は、シャーシ底面の左側が 0、シャーシ底面の右側は 1です。電源ス
イッチはスタンバイスイッチであり、切断ではありません。

+24VDC電源モジュールでは、スプリング付き端子ブロックが使用されています。入力端末ブ
ロックには、入力電流をサポートする最大 8AWGのヨリ線ワイヤが必要です。端子ブロック
は、すべての安全規格のガイドおよび電源の電気要件に適合しています。タイラップを使用し

て入力ケーブルワイヤを処理します。+24 VDC電源モジュールにはタイラップ用のタブが 2
つあります。+24 VDC電源ユニットは、前面プレートの 2本の非脱落型ネジで、システム
シャーシに固定します。

Cisco ASR 1002ルータの +24 VDC電源 LEDおよびコネクタ

以下の図に、Cisco ASR 1002ルータ背面の +24 VDC電源を示します。Cisco ASR 1002ルータ
は、2つの +24 VDC電源をサポートします。

図 11 : +24 VDC電源を搭載した Cisco ASR 1002ルータの背面図

スタンバイ/オンスイッチ6+24 VDC端子ブロック1

非脱落型ネジ7プラス（+）導線2

電源モジュールタブ8マイナス（-）導線3

+27 VDC INPUTラベル9アース（GND）導線4

——電源装置の LED5
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一般的なバッテリ浮動充電電圧は +27Vであるため、+24 VDC電源製品は +27 VDC input
とラベルに記載されています。しかし、一般的にこのような電源システムは、+24Vとラ
ベルに記載され、+24 VDCとして扱うことができます（詳細は以下の図を参照）。

（注）

図 12 : +24 VDC電源モジュール端子ブロックを搭載した Cisco ASR 1002ルータの背面図

アース（GND）導線6プラス（+）導線1

+27 VDCラベル7マイナス（-）導線2

以下の表で、シャーシ背面の電源 LEDおよびコネクタについて説明します。

表 25 : Cisco ASR 1002ルータの +24 VDC電源モジュール LED

説明色LEDLEDのラベル

LEDが消えている場合、+24 VDC出力電圧は正常な動作範囲内です。出
力電圧が下限値と上限値の範囲内の場合、出力エラーのアラームは発行

されず、出力電圧が下限値を下回っているか上限値を上回っている場合

は出力エラーのアラームが発行されます。

電源をオンにすると、LEDの動作確認のために赤色の LEDが 2、3秒点
灯してから消えます。

赤電源の動作OUTPUT FAIL

LEDがグリーンに点灯している場合は、電圧が起動時に20VDC以下で、
以降は 19.0 VDC（許容範囲内 +/- 0.5 V）であることを示します。

グリーン入力電圧の状態

を示す 2色の
LED

INPUT OK

入力電圧が動作時に 16.0 VDCを下回ると、LEDがオレンジで点灯し、
電圧（端子ブロックの電圧）がまだ存在していることを示します。LED
はオレンジ色に点灯したままになり、約 10V前後までアクティブです。
15.8 VDC未満で LEDがオフになります。

オレンジ
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説明色LEDLEDのラベル

すべてのファンが正しく動作している場合はLEDがグリーンで点灯しま
す。

グリーン電源のファンの

状態を示す 2色
の LED

FAN OK

ファンの障害が検出されると LEDが赤色で点灯します。赤

Cisco ASR 1002ルータの +24 VDC電源システム入力

+24 VDC電源モジュールは、電源モジュール DC入力がオンになると、仕様範囲の +21～ +36
VDC（連続）で稼働します。電源モジュールの端末で電源モジュールによって入力電圧が測定
され、入力電圧が 19.0 V（許容範囲 +/- 0.5 V）まで低下すると、電源がオフになります。入力
下限しきい値に達すると、電源モジュールは入力電圧が 20.0 V（許容範囲 +/- 0.5 V）に達する
まで動作は再開されません。起動電圧のしきい値、20 Vに達すると、+24 VDC電源モジュー
ルによって、仕様がすべて入力下限しきい値の 19 V（+/-の許容範囲）に合わせて低減されま
す。

Cisco ASR 1002ルータの +24 VDC電源システム出力

+24 VDC電源出力の許容範囲は、+24 VDC入力ラインの組み合わせに関係なく、以下の表の
とおりです。システム全体の電力消費量が470Wまたは各電源モジュールの出力定格を超えて
はなりません。

冗長動作のために、2台の電源モジュールを使用します。冗長性を維持するには、システ
ム全体の電力消費量が 1台の電源モジュールの定格を超えないようにする必要がありま
す。

（注）

表 26 : Cisco ASR 1002ルータの +24 VDC電源システム出力電圧および電流

+3.3 V+12 VDC出力電圧

3.2011.80最小

3.3012.00公称

3.4012.20最大

出力電流

0.10 A2.0 A最小

3.125A39 A最大
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出力電圧/電流の組み合わせすべてで、合計電力定格 470 Wを超過してはなりません。（注）

+24 VDC電源モジュールの重要事項

次に Cisco ASR 1002ルータに搭載された +24 VDC電源モジュールに関する重要事項を示しま
す。

•出力電圧アラームのしきい値：出力電圧が下限値を下回るか上限値を上回ると、出力電圧
のアラームが発行されます（以下の表を参照）。出力電圧が下限値を上回るか上限値を下

回ると、赤色の LEDは消えます。

表 27 : +24 VDC電源の出力電圧のアラームしきい値範囲

最大最小出力

12.8～ 13.8V10.0～ 11.2V12V

なし2.6～ 3.0V3.3V

•温度：1基のファンで障害が発生すると、電源モジュールによって表24に示す要件が適用
されます。ファンが 1基のみ搭載されている場合、55 °Cに到達すると、MTBFは適用さ
れません。ただし、コンポーネントへの負荷はすべて、製造元によって指定された定格仕

様が継続して適用されます。

•サーマルシャットダウン：内部温度が過熱状態になると、コンポーネントを保護するた
め、+24VDC電源モジュールが停止されます。また、安全に稼働できる温度まで内部温度
が低下すると、+24 VDC電源モジュールは自動的に再起動します。

Cisco ASR 1013ルータの電源

この項の情報は、ASR1013/06-PWR-DCおよび ASR1013/06-PWR-AC電源に適用されま
す。これらの電源は、CiscoASR1013ルータおよびCiscoASR1006ルータの両方でサポー
トされます。ただし、ここで説明されている電源ゾーンは Cisco ASR 1013ルータでのみ
サポートされます。

（注）

Cisco ASR 1013ルータは、最大 1600 Wの出力をサポートし、180 VAC～ 260 VACで稼働しま
す。1600 W電源は、ACまたは –48 VDC入力のいずれかと 1600 W出力クローズドフレーム
電源からなり、DC電圧出力は +12 Vと +3.3 Vで、シングル電源、デュアル、トリプル、また
はクアドラプルホットプラガブルシステムとして使用できます。
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Cisco ASR 1013ルータの電源で、+12 Vは 2つの電源ゾーン間でバスされませんが、+3.3
Vはバスされます。

（注）

Cisco ASR 1013システムには 2つの電源ゾーンがあり、冗長構成ではそれぞれが 2つの電源か
らの電源供給を受けます。12V_A、12V_B、3.3V_BACKPLANEの3種類の電圧がデュアル1+1
構成電源から供給されます。12V_Aおよび121V_Bは、シャーシのそれぞれの半分に電力を供
給するよう配分されています。シングル（非冗長）またはデュアル（1 + 1冗長）電源構成で
は、最大 1600 W（12 V出力）および 10 W（3.3 V出力）までの負荷をサポートできます。

各電源モジュールには、3つの内蔵ファンモジュールがあり、強制的に空気を送ってシャーシ
を冷却します。これらの電源モジュールには、ファンの速度および動作ステータス、ならびに

ファンエラーを表示する LEDステータスを判別するモニタ回路が組み込まれています。

システム動作温度は、0～ 40 °C（公称）および -5～ +55 °Cです。

ACシステム：AC電源入力は IEC 320タイプパワーインレット、20 A供給電源コネクタで
す。スイッチは ACラインを切断しません。電源へのシグナルをイネーブルにします。AC電
源コードが AC電源からの供給を切断します。ユニットは前面プレートにある 4本の非脱落型
ネジによって固定されています（xref図2-15を参照してください）。AC電源入力は、180VAC
～ 264 VACの仕様範囲内で動作します。

• –48 VDCシステム：2端子ブロックスタイルのコネクタに、–（–48/60 V入力）および +
（–48/60Vリターン）の接続を示すラベルがあります。–48VDC入力側の前面パネルに、
取り付けネジ用の設備、電源モジュールを引き出すための組み込みハンドル、3つのステー
タス LED、電源およびシステム冷却用のファンがあります。

DC入力電圧範囲は -40.5～ -72 VDCです。

詳細な電源仕様については、xref付録A「Cisco ASR 1000シリーズルータの仕様」を参照して
ください。

この製品は、設置する建物に短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計

されています。保護装置の定格が次の値を超えないようにしてください。Ciscoアグリ
ゲーションサービスルータの AC電源の場合は 120 VAC、最大 20A（米国）。DC電源
の場合、CiscoASR1013ルータおよびCiscoASR1006ルータでは最大 50A（米国）、Cisco
ASR 1004ルータでは最大 40A（米国）、Cisco ASR 1002ルータでは最大 30A（米国）。
ステートメント 1005

警告

Cisco ASR 1013の AC電源 LEDおよびコネクタ
ここでは、Cisco ASR 1013ルータ背面の AC電源モジュール情報を扱います。電源モジュール
には 3個のファンが含まれます。合計 6つのファンを使用して、ASR 1013システムと電源モ
ジュールを冷却します。エアーフローの方向は前方から後方です。
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この項の情報は、ASR1013/06-PWR-AC電源に適用されます。Cisco ASR 1013ルータおよ
び Cisco ASR 1006ルータが、この電源をサポートします。

（注）

ファンモジュールを内蔵した電源モジュールをシャーシ背面に搭載します。これらのモジュー

ルには、ハンドルが統合されているので、簡単に取り付けたり取り外したりできます。取り付

けまたは取り外し用のレバーはありません。

モジュール背面のガイドピンでモジュールの中心を合わせることによって、ミッドプレーンや

モジュールマウントコネクタのストレスを軽減できます。モジュール前面プレート（シャー

シ背面）の4本の非脱落型ネジ（工具で操作するラッチ）で、シャーシにモジュールを固定し
ます。以下の図に、Cisco ASR 1013ルータの AC電源モジュールを示します。Cisco ASR 1013
ルータは、最大 4つの電源モジュールをサポートします。

AC電源差し込み口6AC電源モジュールファン1

AC電源のスタンバイスイッチ7DB-25アラームコネクタ2

スタンバイスイッチの両側の保護シールド8タイラップタブ3

AC電源モジュール LED9AC電源モジュールの非脱落型ネジ4

——AC電源モジュールハンドル5

以下の図に、AC電源 LEDおよび DB-25アラームコネクタを示します。
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図 13 : Cisco ASR 1013ルータの AC電源 LEDおよび DB-25アラームコネクタ

DB-25アラームコネクタ3AC電源モジュール LED1

AC電源モジュールファン4AC電源モジュールファン2

以下の表で、Cisco ASR 1013ルータの AC電源モジュールの LEDについて説明します。

表 28 : Cisco ASR 1013ルータの AC電源の LED

説明色LEDLEDのラベ
ル

LEDがグリーンで点灯し、AC電源入力電圧が 85Vより
大きいことを伝えます。

グリーン電源の動作INPUT OK

LEDが点灯しない場合は、AC入力電圧が 70V未満か、
または電源モジュールがオフになっています。AC入力
電圧が 70～ 85 Vの場合、INPUT OK LEDは点灯、消
灯、点滅のいずれかになります。

なし

LEDはすべてのファンが動作状態の場合にグリーンで点
灯します。

グリーンファンの状

態を示す 2
色の LED

FAN OK

ファンの障害が検出されるとLEDが赤色で点灯します。赤
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説明色LEDLEDのラベ
ル

LEDはレッドで点灯したあとで消灯し、–48VDC出力電
圧が正常な動作範囲内であることを伝えます。出力電圧

が下限と上限の間にある場合、出力障害アラームは生成

されません。出力電圧が下限を下回るか、または上限を

上回ると、出力障害アラームが生成されます。

電源をオンにすると、LEDテストの 2～ 3秒間、LEDが
レッドで点灯し、その後消灯します。

赤電源の動作OUTPUT
FAIL

Cisco ASR 1013の –48 VDC電源モジュール LEDおよびコネクタ
ここでは、Cisco ASR 1013ルータ背面の –48 VDC電源モジュール情報を扱います。–48 VDC
電源モジュールの最大分岐回路は 60 A、最小は 50 Aです。

この項の情報は、ASR1013/06-PWR-DC電源に適用されます。Cisco ASR 1013ルータおよ
び Cisco ASR 1006ルータが、この電源をサポートします。

（注）

–48 VDC電源モジュールは、-40.5～ -72 VDC（連続）の仕様範囲内で動作します。Cisco ASR
1013ルータは、電源モジュールスロット 0と電源モジュールスロット 1のそれぞれに同じタ
イプの電源モジュールを持ち、合計2台の電源モジュールを備えています。電源モジュールス
ロットの番号は、シャーシの左側にあります。電源モジュールはシャーシ底面に置きます。

–48 VDC入力コネクタは、AWG 6番ワイヤをサポートする端子ブロックスタイルです。端子
ブロックは、すべての安全規格のガイドおよび電源の電気要件に適合しています。タイラップ

を使用して、入力ケーブルワイヤを処理します。電源モジュールには、タイラップタブが 3
つあります。

端子ブロックは、2穴端子を受け付けます。1つは -48 V入力、もう 1つは -48 V RTN用です。
偶発的な接触を防ぐために、端子ブロックにはプラスチックのカバーをかぶせます。

端子ブロックの突起は、Cisco ASR 1013ルータ下部後方の保護アースデバイスと同様で
す。シャーシ下部後方の保護アースラグについては、xref「シャーシのアース接続」セク
ションを参照してください。

（注）

電源への –48 VDC入力を切断するメインデバイスとして、電源モジュールには電源スイッチ
回路ブレーカーが必要です。回路ブレーカーは国際安全要件を満たしており、80VDCをサポー
トし、定格電流は 50 Aです。電源装置は前面プレートにある 4つの非脱落型ネジを使用して
システムシャーシにしっかり止められています。

以下の図に、Cisco ASR 1013ルータ背面の –48 VDC電源を示します。Cisco ASR 1013ルータ
は、最大 4つの電源モジュールをサポートします。
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図 14 : Cisco ASR 1013ルータの –48 VDC電源

DC電源モジュールの非脱落型ネジ7ファン1

DC電源モジュールのハンドル8DB-25アラームコネクタ*2

端子ブロックとプラスチックカバーネジ 1本9タイラップタブ3

オン/オフ（|/O）回路ブレーカースイッチ10DC電源モジュールの端子ブロックとプ
ラスティックカバー

4

端子ブロックとプラスチックカバースロット

タブ

11アース記号5

電源装置の LED12DC電源モジュールのアーススタッド6

以下の表で、シャーシ背面の電源 LEDおよびコネクタについて説明します。

表 29 : Cisco ASR 1013ルータの –48 VDC電源 LED

説明色LEDLEDのラベル

LEDはグリーンで点灯して、–48VDC電源入力電圧が電源投入時に -43.5
VDCを上回っていること示します。-39VDCまではグリーンのままです。

グリーン入力電圧の状態

を示す 2色の
LED

INPUT OK

入力電圧が -39 VDCを下回ると、LEDがオレンジで点灯し、電圧（端子
ブロックの電圧）がまだ存在していることを示します。LEDはオレンジ
色に点灯したままになり、約 25 V +/- 5 V前後までアクティブです。入力
電圧が 15 Vを下回ると LEDは点灯しません。

オレンジ

すべてのファンが正しく動作している場合は LEDがグリーンで点灯しま
す。

グリーン電源のファンの

状態を示す 2色
の LED

FAN OK

ファンの障害が検出されると LEDが赤色で点灯します。赤
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説明色LEDLEDのラベル

LEDが消えている場合は、–48 VDC出力電圧は正常の動作範囲内です。
出力電圧が下限値と上限値の範囲内の場合、出力エラーのアラームは発

行されず、出力電圧が下限値を下回っているか上限値を上回っている場

合は出力エラーのアラームが発行されます。

電源をオンにすると、LEDの動作確認のために赤色の LEDが 2、3秒点
灯してから消えます。

赤電源の動作OUTPUT FAIL

Cisco ASR 1013の AC/DC電源システム出力

電源出力の許容範囲は、ラインの組み合わせに関係なく、以下の表のとおりです。電源モジュー

ルあたりの総システム消費量が 1600 Wを超えてはなりません。

この表に示す出力許容値はASR1013/06-PWR-DCおよびASR1013/06-PWR-ACの電源に適
用されます。Cisco ASR 1013ルータおよび Cisco ASR 1006ルータが、これらの電源をサ
ポートします。

（注）

表 30 : Cisco ASR 1013ルータの電源システム出力電圧および出力電流

+3.3 V+12 VDC出力電圧

3.20VDC11.80 VDC最小

3.30VDC12.00VDC公称

3.40VDC12.20VDC最大

出力電流

0 A0 A最小

3.125 A136 A最大

Cisco ASR 1001ルータの電源
各 Cisco ASR 1001ルータ電源は、出力電力 400 Wを供給します。電源は 1 + 1冗長構成に使用
されます。電源モジュールの前面プレートに入力スイッチはありません。電源モジュールは、

システムシャーシのSTANDBY/ONスイッチによって、スタンバイからオンに切り替えられま
す。電源モジュールのスロットの番号は、各電源の左側のシャーシの背面にあります。シャー

シの背面に向かって、電源スロット 0（PS0）が左側、電源スロット 1（PS1）が右側です（電
源スタンバイスイッチの隣）。
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Cisco ASR 1001ルータは、次の電源モジュールをサポートしています。

• Cisco ASR 1001ルータ AC電源モジュール：送出電力 400 W、+12 Vおよび +5 Vの 2つの
DC電圧出力を提供します。AC電源は 85～ 264 VACで動作します。AC電源モジュール
の電流は12Vを共有し、デュアルホットプラグ可能な設定に使用されます。AC電源は、
最大で 471 Wの入力電力を消費します。

• Cisco ASR 1001ルータ DC電源モジュール：送出電力 400 W、+12 Vおよび +5.0 Vの 2つ
のDC電圧出力を提供します。DC電源は -40.5～ -72VDCで動作します。DC電源モジュー
ルの電流は 12 Vを共有し、デュアルホットプラグ可能な設定に使用されます。DC電源
は、最大で 500 Wの入力電力を消費します。

Cisco ASR 1001ルータは 2つの ACまたは DC電源をサポートできます。同じシャーシに
AC電源と DC電源を取り付けないでください。

（注）

次の図は、Cisco ASR1001ルータの AC電源と DC電源モジュールの両方を示しています。

図 15 : Cisco ASR 1001ルータの AC電源および DC電源

DC電源のアースシンボル5ACおよび DC電源の留め具1

DC電源の端子ブロックの接続6AC電源の差し込み口2

ACおよび DC電源のハンドル7DC電源のマイナス（-）接続3

——DC電源のプラス（+）接続4

Cisco ASR 1001ルータ電源モジュールのファン

Cisco ASR 1001ルータのシステムレベルの冷却は、定格 12 V DC電圧で各シャーシの 7枚の
ファンによって提供されます。ファンの障害はファン回転センサーが判断します。ファンの実

際の速度が公称速度の 60 %未満になった時点で、ファンの障害状態が宣言されます。1つの
ファンが故障した場合、ファンはシステム冷却をバックアップします。エアーフローの方向は

前方から後方です。
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この製品は、設置する建物に短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計

されています。保護装置の定格が次の値を超えないようにしてください。Ciscoアグリ
ゲーションサービスルータの AC電源の場合は 120 VAC、最大 20A（米国）。DC電源
の場合、Cisco ASR 1006ルータでは最大 50A（米国）、Cisco ASR 1004ルータでは最大
40A（米国）、Cisco ASR 1002ルータでは最大 30A（米国）、Cisco ASR 1001ルータでは
最大 10A（米国）。ステートメント 1005

警告

Cisco ASR 1001ルータの AC電源モジュール
Cisco ASR 1001ルータにはシャーシの背面に 2台の AC電源モジュールがあります。入力レセ
プタクルは、フィルタされた ACインレット IEC60320 C14タイプです。コネクタの定格電流
は 10Aです。以下の図は、ASR 1001ルータの AC電源モジュールを示しています。

図 16 : Cisco ASR 1001ルータの AC電源モジュール

Cisco ASR 1001ルータの DC電源
Cisco ASR 1001ルータの DC入力コネクタは、プラグ可能なユーロスタイルプラグと互換性
があります。入力コネクタとプラグは、フィールド配線のために UL 486で UL認識される必
要があります。接続の極性は左から右に負（-）、正（+）、アースです。

電源には、挿抜に使用するハンドルがあります。モジュールは、その長さからいって片手で支

える必要があります。以下の図に、Cisco ASR 1001ルータの DC電源を示します。
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図 17 : Cisco ASR 1001ルータと DC電源

スロット PS1の DC電源2スロット PS0の DC電源1

Cisco ASR 1001の AC/DC電源システムの入力範囲および電圧

電源の DC入力範囲は –40.5～ –72 VDC、AC入力範囲は 85～ 264 VACです。以下の表で、
Cisco ASR 1001ルータの電源 LEDについて説明します。

表 31 : Cisco ASR 1001ルータ：ACおよび DC電源 LED

説明色LEDLEDのラベル

出力電力が仕様範囲内の場合消灯赤電源の状態を示すPWR OK
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